


藤井市政３期目スタート

挑 戦 と創 造
３月５日から藤井市長３期目の市政運営がスタートしました。
「挑戦と創造」を掲げ、３期目に挑む藤井市長が今後の市政に
ついて語ります。聞き手は「ながはまテレビ」のアナウンサー
として長年活躍している喜

き

多
た

村
むら

理
り

絵
え

さん。市民目線でこれから
の長浜について聞きました。

喜
多
村　

３
期
目
の
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
新
庁
舎
の
完
成
や
借
金

を
減
ら
す
こ
と
に
取
り
組
む
な
ど
様
々
な
実

績
が
あ
る
市
長
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
４
年
間

の
意
気
込
み
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市　

長  

市
政
を
花
に
例
え
ま
す
と
１
期
目

は
土
を
耕
し
、
種
を
蒔
き
、
２
期
目
は
活
力

と
い
う
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
３
期
目
は
、

そ
の
花
の
果
実
を
し
っ
か
り
と
実
ら
せ
て
い

き
ま
す
。

　

長
浜
の
可
能
性
は
無
限
で
す
。
び
わ
湖
と

同
じ
面
積
の
市
域
、
常
に
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
す
る
市
民
力
な
ど
を
活
か
し
て
３
期
目
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

長
浜
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信

喜
多
村　

長
浜
市
は
年
間
７
０
０
万
人
の
観

光
客
が
訪
れ
る
県
内
有
数
の
観
光
都
市
で

す
。
ズ
バ
リ
長
浜
の
魅
力
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。

市　

長　

ま
ず
び

わ
湖
や
壮
大
な

山
々
を
は
じ
め
と

す
る
豊
か
な
自
然

で
す
。
お
す
す
め

は
私
の
大
好
き
な

竹
生
島
を
眺
め
る

こ
の
風
景
。
美
し

い
夕
景
を
見
よ
う
と
市
内
外
か
ら
多
く
の
人

が
集
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
日
ご
ろ
か
ら
「
歴
史
の
重
み

と
文
化
の
薫
り
は
日
本
一
」
と
申
し
あ
げ
て

お
り
ま
す
が
、
秀
吉
公
が
初
め
て
城
主
と

な
っ
た
長
浜
城
や
４
５
０
件
近
く
あ
る
指
定

文
化
財
な
ど
人
々
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
的
な

歴
史
・
文
化

も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

喜
多
村　

近

頃
は
長
浜
市

に
あ
る
文
化

財
が
脚
光
を

浴
び
る
嬉
し

い
ニ
ュ
ー
ス

が
続
い
て
い

ま
す
ね
。

市　

長　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
長
浜

曳
山
祭
や
ユ
ネ
ス
コ
世
界
の
記
憶
の
「
雨
森

芳
洲
関
連
資
料
」
な
ど
世
界
に
認
め
ら
れ
た

文
化
財
が
あ
り
、誇
り
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

最
近
で
は
「
菅す

が

浦う
ら

文も
ん

書じ
ょ

」
が
国
宝
に
指
定
さ

れ
る
見
通
し
と
な
り
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大

き
な
喜
び
で
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
を
活
用
し
、

長
浜
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

喜
多
村　

そ
の
た
め
に
は
情
報
発
信
が
と
て

も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

市　

長　

テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
の
各
種
メ

デ
ィ
ア
に
加
え
て
、
S
N
S
な
ど
を
含
め
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
浜
の
観
光
を
牽
引
し

て
き
た
黒
壁
が
今
年
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
精
力
的
に
P
R
し
、
市
全
体
の
観
光

に
つ
な
げ
ま
す
。

子
育
て
世
代
を
サ
ポ
ー
ト

喜
多
村　

本
当
に
魅
力
が
多
い
こ
の
ま
ち
に

た
く
さ
ん
の
方
に
住
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
市
長
が
感
じ
て
い
る
長
浜
市

の
課
題
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

市　

長　

人
口
減
少
が
本
市
の
一
番
大
き
な

課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
を
抑
え
る
た
め
に
、
子
育
て
支

援
、
学
校
教
育
の
充
実
を
前
面
に
押
し
出
し

て
、
20
代
〜
40
代
の
子
育
て
世
代
を
し
っ
か

り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

喜
多
村　

私
も
子
育
て
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
く
の
は
と
て

も
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

ど
う
い
っ
た
方
法
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

市　

長　

３
年
目
を
迎
え
る
給
食
費
の
無
料

化
、
第
２
子
の
保
育
料
を
半
額
、
第
３
子
以

降
の
保
育
料
の
無
料
化
を
堅
持
し
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
子
ど
も
が
の
び
の
び
と
安
心
し

て
過
ご
せ
る
居
場
所
作
り
を
め
ざ
す
「
子
ど

も
の
駅
構
想
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
り
、
若
い
世
代

の
長
浜
へ
の
U
タ
ー
ン
や
移
住
を
促
進
し
て

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
ま
す
。

県
内
一
の
教
育
環
境
へ

喜
多
村　

学
校
教
育
の
充
実
に
関
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

市　

長　

学
校
図
書
館
へ
の
学
校
司
書
の

配
置
や
、
英
語
教
育
の
充
実
な
ど
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
大
切
に
す
る
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
あ
っ
た
質
の
高
い
教
育
を

進
め
て
お
り
、「
芳
洲
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
・
歴
史
を
学
ぶ

地
域
学
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

全
小
中
学
校
の
空
調
整
備
と
耐
震
化
を
行
い

ま
し
た
。
４
月
に
は
県
内
初
の
施
設
一
体
型

義
務
教
育
学
校
の
余
呉
小
中
学
校
が
開
校
し

ま
す
。
県
の
教
育
委
員
会
か
ら
も
注
目
さ
れ

て
お
り
、
県
内
の
モ
デ
ル
校
と
な
る
よ
う

し
っ
か
り
と
成
功
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
宝

で
あ
る
子
ど

も
た
ち
が
、

笑
顔
で
よ
り

よ
い
教
育
を

受
け
ら
れ
る

よ
う
、
保
護

者
・
学
校
・

地
域
が
三
位

一
体
と
な
っ

て
支
え
て
い

け
る
仕
組
み

を
つ
く
っ
て

い
き
ま
す
。

最
良
の
医
療
環
境
を

喜
多
村　

医
師
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た

地
域
医
療
の
拡
充
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

市　

長　

市
立
長
浜
病
院
、
長
浜
市
立
湖
北

病
院
、
長
浜
赤
十
字
病
院
、
開
業
医
や
診
療

所
間
の
連
携
を
強
化
し
て
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

　

連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
各
医
療
機
関
同

士
で
補
完
し
あ
い
、
強
み
を
伸
ば
し
、
高
度

な
医
療
を
行
え
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
医
師
数
の
確
保
も
大
切
で
す
が
、
限

ら
れ
た
医
師
数
の
中
で
、
最
良
の
医
療
環
境

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
た
め
、
最
善

の
手
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

新
た
な
未
来
へ
の
一
歩
！

喜
多
村　

お
聞
か
せ
い
た
だ
い
た
３
期
目
の

取
組
み
を
ど
の
よ
う
な
決
意
で
進
め
て
い
か

れ
ま
す
か
。

市　

長　

と
に
か
く
長
浜
を
さ
ら
に
元
気
に

し
た
い
。
国
政
経
験
も
活
か
し
て
市
長
と
し

て
で
き
る
こ
と
す
べ
て
に
果
敢
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

８
年
間
市
政
を
預
か
っ
て
き
て
、
長
浜
市

民
は
元
気
で
郷
土
長
浜
を
愛
し
て
お
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
を
と
て
も
感
じ
ま
し
た
。
人
口

減
少
を
く
い
と
め
る
、
暮
ら
し
を
豊
か
に
す

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
雇
用
の
確
保
、
学
力
の

向
上
な
ど
困
難
な
課
題
が
多
い
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
も
多
く
の
市
民
に
支
え
て
い
た
だ

き
、
課
題
に
挑
ん
で
き
ま
し
た
。
今
ま
で

１
２
５
回
積
み
上
げ
て
き
た
「
座
ぶ
と
ん
会

議
」
を
継
続
し
、
多
く
の
人
の
意
見
を
聞
い

て
市
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

長
浜
市
総
合
計
画
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
「
挑
戦
と
創
造
」
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

と
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
様
々
な
こ
と
に
挑
戦

し
、
新
た
な
未
来
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
ょ
う
。

喜
多
村　

 

「
挑

戦
と
創
造
」。

す
ご
く
前
向
き

な
言
葉
で
長
浜

に
ぴ
っ
た
り
で

す
ね
。

　

本
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

ま
す
ま
す
の

活
躍
を
ご
期
待

し
て
お
り
ま

す
。

決
意
を
新
た
に
挑
む

３
期
目
４
年
間

聞
き
手　

喜き

多た

村む
ら　

理り

絵え

さ
ん

　

長
浜
市
在
住
。
婚
礼
司
会
業
で
活
躍
し

て
お
り
、
年
間
１
０
０
件
を
こ
え
る
司
会

を
こ
な
す
。

　

平
成
21
年
か
ら
行
政
番
組
「
な
が
は
ま

テ
レ
ビ
」
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
平
成
28
年

か
ら
「
長
浜
・
北
び
わ
湖
大
花
火
大
会
」

の
司
会
を
務
め
る
。

▲富永小学校地域学習「芳洲子どもミュージカル」
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市税
165億761万円
31.2%

民生費
191億5,399万円

36.2%

教育費
65億1,706万円

12.3%
総務費

56億4,460万円
10.7%

土木費
51億3,628万円

9.7%

衛生費
43億7,129万円

8.3%

消防費
33億5,183万円  6.3%

農林水産業費
22億63万円  4.2%

商工費・労働費
7億8,806万円  1.5%

公債費
54億1,849万円

10.2%

41.2%

58.8%

自
主
財
源

依
存
財
源

市債
45億1,020万円

8.5%

議会費・予備費
3億1,778万円  0.6%

県支出金
36億2,173万円

6.8%

分担金・
使用料等

9億6,061万円
1.8%

国庫支出金
64億6,139万円

12.2%

繰入金
31億2,686万円

5.9%
　その他
12億1,260万円  2.3%

地方交付税
137億円
25.9%

地方消費税交付金等
27億9,900万円  5.3%

歳入歳出

※ 表示単位未満をそれぞれ四捨五入しているため、
合計は総額と一致しない場合があります。
※ 平成30年度当初予算および平成30年度補正予算
（第１号）を合算し、概要をまとめています。

問 財政課（☎６５−６５０６）
平成30年度予算
一般会計予算額

529億円（前年度比4.3％増）
特別会計予算額

264億6,000万円（前年度比23.4％減）
企業会計予算額

289億5,274万円（前年度比41.8％増）
※平成30年４月１日から、公共下水道事業が地方公営企業法の財務規定を適用し、特別会計から企業会計へ移行します。

一　般　会　計　【歳入・歳出の内訳】

歳出のポイント
　民生費は、しょうがい者自立支援扶助費や保育

所・認定子ども園関係の運営費等の増加により前

年度比2.3億円増となりました。

　また、産業文化交流拠点や消防本部庁舎等の整

備により、教育費と消防費合わせて24.4億円と大

幅に増加しました。

　公債費は、これまでの市債残高削減の取組効果

のほか、繰上償還額の縮小により前年度比6.3億

円減少しました。

歳入のポイント
　市税は、給与所得者等の増加にともない、個人

市民税が増加したものの、固定資産の評価替えや

たばこの売上低下などの影響で前年度比1.1億円

の減少。また、合併後の優遇措置の縮減等により

地方交付税も１億円の減少となりました。

　一方、産業文化交流拠点の建設等により国庫支

出金が前年度比5.4億円増加し、その他整備事業

の増加により市債も前年度比16.6億円増加しまし

た。

一
般
会
計
予
算
の
ポ
イ
ン
ト

　

今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は

５
２
９
億
円
。
産
業
文
化
交
流
拠
点

等
の
大
型
建
設
費
や
し
ょ
う
が
い
者

自
立
支
援
、
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も

園
の
運
営
費
等
の
扶
助
費
の
増
加
に

よ
り
、
５
年
ぶ
り
に
予
算
規
模
が
拡

大
し
ま
し
た（
前
年
度
よ
り
22
億
円

増
）。

　

ま
た
、
産
業
文
化
交
流
拠
点
や
消

防
本
部
庁
舎
等
の
整
備
に
よ
り
市
債

借
入（
新
た
な
借
金
）額
は
45
．1
億
円

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
計

画
的
な
繰
上
償
還
に
よ
り
市
債
残
高

は
前
年
度
よ
り
４
億
円
減
少
す
る
見

込
み
で
す
。
基
礎
的
財
政
収
支
も
８
．

７
億
円
の
黒
字
と
、
市
の
財
政
は
健

全
性
を
堅
持
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
予
算
は
、「
長
浜
市

総
合
計
画
」
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
中
心
に
配
分
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
み
ん
な
で
支
え
る
子

育
て
支
援
、
市
民
生
活
の
安
定
に
向

け
た
福
祉
の
人
材
確
保
・
育
成
、
暮

ら
し
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
は
６

ペ
ー
ジ
以
降
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆市債（市の借金）の状況（一般会計分）
平成30年度は11.6億円の繰上償還を実施
し、さらなる借金の圧縮に努めます。

◆基金（市の貯金）の状況（一般会計分）
借金の繰上償還（返済）や大規模な建設事業等に
充てるため、31.3億円の基金を取り崩します。

平成30年度末在高見込み
458億円　前年度比４億円減

平成30年度末在高見込み
317億円　前年度比30億円減

長浜家（市）の家計簿　〜年収400万円の家計に例えてみました〜

　表を見ると、食費・光熱費、医療費・教育費、借金

の返済など必ず支払わなければならないものへの出費

が多いことがわかります。また、高齢化などにより医

療費が増えているので、ますます決まった支出が増え

ています。家計でいうと、自由に使えるお金が少なく、

節約が厳しい状況といえます。

　このような中、これまで借金を繰上返済し、毎年の

返済額を減らすなどの前準備を十分に行ったことによ

り、子育て・教育費や家の増築などの新しいことにも

力を入れることができています。

　今後も、先を見据えて必要なことに取り組めるよう、

引き続いてお金のやりくりにも力を入れていきます。

うまくやり
くりして、去
年より借金残高
を減らすこと
ができたわ

収入・支出項目（実際の項目） 収入の部 支出の部 前年との増減
給与（市税や地方交付税など） 400万円 ±0
諸手当（施設の利用料など） 61万円 ＋2万円
親からの仕送り（国や県からの支出金） 116万円 ＋8万円
食費・光熱費（人件費や委託料、補助金など） 299万円 ＋42万円
医療費・教育費（福祉関係にかかるお金） 128万円 ＋5万円
家の修理費（道路や学校などの修繕費） 3万円 ±0
家の増築（道路や学校などの建築事業費） 50万円 ＋12万円
子どもへの仕送り（特別会計に支出するお金など） 57万円 －21万円
借金の返済（市債の元金や利子の支払い） 62万円 －7万円
貯金（基金に積み立てるお金） 2万円 ±0
その他（予備費など） 6万円 －１万円
小計 577万円 607万円
収入不足の補てん
〇貯金の取り崩し（財政調整基金繰入金） 貯金残高　67万円(－1万円)
〇借金（市債） 30万円 借金残高 525万円(－2万円)
合計 607万円 607万円

0

100

200

300

400

500

H28

470 462 458

H29 H30 H28 H29 H30

（億円） （億円）

0

100

200

300

400

500

0

100

200

300

400

500
317374 347

市債残高 基金残高

0

100

200

300

400

500

H28

470 462 458

H29 H30 H28 H29 H30

（億円） （億円）

0

100

200

300

400

500

0

100

200

300

400

500
317374 347

市債残高 基金残高

広報ながはま　2018年４月広報ながはま　2018年４月 45



長浜市　平成30年度主要施策
選ばれるまち・活躍できるまちの実現!!

◆
長
浜
の
魅
力
を
全
国
に
向
け
て
発
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
力
あ
る
ま
ち
に

◆
市
民
み
ん
な
で
子
育
て
・
若
者
の
挑
戦
を
応
援

首
都
圏
で
市
の
魅
力
発
信

　

東
京
上
野
の
「
び
わ
湖
・
長
浜

K
A
N
N
O
N　

H
O
U
S
E（
観
音
ハ

ウ
ス
）」
や
都
市
連
携
協
定
し
た
台
東
区

の
施
設
で
情
報
発
信
や
現
地
誘
客
を
促
す

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
ま
た
首
都
圏
で

長
浜
を
応
援
す
る
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
や
台
東
区
か
ら
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
招

い
て
新
し
い
モ
ノ
づ
く
り
を
生
み
出
す
取

り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

明
治
維
新
か
ら
1
5
0
年

近
代
化
遺
産
を
P
R

　

鉄
道
が
整
備
さ
れ
、
県
内
初
の
小
学
校

や
銀
行
が
で
き
る
な
ど
、
大
い
に
繁
栄
し

た
明
治
期
の
長
浜
。
市
内
に
残
る
明
治
近

代
化
遺
産
の
魅
力
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
明
治
を

テ
ー
マ
と
し
た
観
光
誘
客
を
図
り
ま
す
。

ま
た
明
治
期
に
活
躍
し
た
先
人
等
の
展
覧

会
も
行
い
ま
す
。

長
浜
の
魅
力
を
写
真
で
発
信

　
「
ひ
と
」
の
魅
力
を
写
真
で
発
信
す
る

講
座
や
取
材
の
仕
方
な
ど
を
学
ぶ
講
座
を

行
い
、
長
浜
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
積
極

的
に
発
信
す
る
市
民
を
増
や
し
ま
す
。

　

ま
た
市
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
一
般

投
稿
数
を
増
や
し
、
官
民
協
働
で
市
の
魅

力
を
P
R
し
ま
す
。

小
学
校
給
食
費
を
無
料

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
市
民
全
体
で
支
え
る
た
め
の

小
学
校
給
食
費
補
助
事
業
を
継
続

し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
こ

の
施
策
は
、
10
万
人
規
模
の
都
市

で
は
長
浜
市
だ
け
で
す
。

第
２
子
以
降
の

保
育
料
負
担
を
軽
減

　

幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど

も
園
の
保
育
料
に
つ
い
て
、
保
護

者
の
所
得
に
関
係
な
く
、
す
べ
て

の
第
２
子
を
半
額
、
第
３
子
以
降

を
無
料
と
し
ま
す
。

笑
顔
で
子
育
て
で
き
る
ま
ち
へ

　

新
た
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た

「
子
育
て
応
援
ア
プ
リ
」
を
活
用
し
、

健
診
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
子
育
て
情

報
を
提
供
す
る
ほ
か
、
プ
ッ
シ
ュ
通

知
に
よ
る
お
知
ら
せ
機
能
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
一
時
預
か
り
託
児

に
つ
い
て
も
、
ア
プ
リ
で
予
約
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
親
子
で
お
出
か
け
し
た
く

な
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
、
育

児
不
安
を
和
ら
げ
る
た
め
、
保
健
セ

ン
タ
ー
に
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

を
配
置
す
る
な
ど
笑
顔
で
子
育
て
で

き
る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育
始
動

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
余
呉
小
学
校

と
鏡
岡
中
学
校
が
一
つ
に
な
り
、
９

年
間
を
見
通
し
た
余
呉
小
中
学
校
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
発
達
段
階
に
合

わ
せ
て
の
指
導
や
異
学
年
の
交
流
に

よ
る
社
会
性
の
高
ま
り
等
が
期
待
で

き
、
元
気
で
魅
力
あ
る
学
校
を
作
っ

て
い
き
ま
す
。

待
機
児
童
ゼ
ロ
へ

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充

　

保
育
人
材
の
確
保
の
た
め
、
新
た

に
長
浜
で
保
育
士
と
な
っ
た
人
の
家

賃
助
成
や
奨
学
金
返
還
の
支
援
等
を

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
幼
稚
園
舎
を
活

用
し
た
「
保
育
ル
ー
ム
」
の
拡
充
な

ど
で
受
け
入
れ
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け

入
れ
拡
大
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
で
子
育
て「
子
ど
も
の
駅
」

構
想
の
推
進

　

幼
稚
園
の
空
き
部
屋
等
を
使
っ
た

子
育
て
相
談
、
お
む
つ
交
換
台
な
ど

を
置
く
店
舗
へ
の
補
助
、
居
場
所
づ

く
り
事
業
等
を
実
施
す
る
団
体
の
支

援
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
豊
公

園
が
親
子
で
よ
り
楽
し
め
る
公
園
と

な
る
よ
う
整
備
に
向
け
た
設
計
を
し

ま
す
。

高
校
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

　

高
校
生
が
、
市
民
、
大
学
、
企
業

な
ど
と
関
わ
り
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
挑
戦
す
る
機
会

を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
長
浜
出
身
、

在
住
で
活
躍
し
て
い
る
人
を
人
材
バ

ン
ク
に
登
録
し
、
市
内
高
校
で
講
座

等
を
行
い
ま
す
。

〝
長
浜
の
光
〟・
文
化
財
を
未
来
に
つ
な
げ
ま
す

　

長
浜
曳
山
祭
に
代
表
さ
れ
る
誇
る
べ
き
有
形
・
無
形
の
文
化
財
が
本
市

に
は
キ
ラ
星
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
文
化
財
を
調
査
し
、
総
合

的
に
保
存
活
用
す
る
た
め
の
基
本
構
想
を
作
り
ま
す
。

▲長浜曳山祭子ども歌舞伎

▲びわ湖・長浜KANNON HOUSE▲旧長浜駅舎▲ローカルフォトアカデミー

予算額　385万円

予算額　２億5,896万円

予算額　３億3,619万円

軽減見込み額
２億4,100万円

予算額　2,980万円

予算額　5,140万円

予算額　6,373万円予算額　150万円

予算：学校教育費の中で進めます。

予算額　669万円予算額　380万円

▲高校生ワークショップ

▲保育ルーム

▲

子
育
て
ア
プ
リ

▲学校給食

▲iPhone用▲Android用
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◆�
市
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
健
康
で
安
心
で
き
る

社
会
を
創
造

◆
都
市
基
盤
の
整
備
と
北
部
振
興

介
護
・
福
祉
人
材
不
足
の
解
消

　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
費
用
の

補
助
や
外
国
人
介
護
職
員
養
成
研

修
費
用
の
補
助
な
ど
で
人
材
不
足

の
解
消
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
職

場
環
境
改
善
の
た
め
の
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
導
入
に
向
け
た
研
修
を
実

施
し
ま
す
。

災
害
時
の
安
定
医
療　

　

災
害
時
に
も
安
定
し
た
医
療
体

制
を
確
保
す
る
た
め
、
災
害
時
看

護
職
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
や
医
薬

品
等
の
備
蓄
を
行
い
ま
す
。

小
谷
城
ス
マ
ー
ト
I
C
周
辺

６
次
産
業
化
拠
点
創
出
事
業

　
「
農
」
を
テ
ー
マ
に
、
バ
イ
オ
技
術
や

地
域
力
を
活
用
し
た
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
拠

点
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い

農
業
の
担
い
手
の
養
成
や
地
域
伝
承
野
菜

を
活
用
し
た
教
育
と
研
究
活
動
を
実
施
し

ま
す
。

産
業
文
化
交
流
拠
点
の
整
備

　

図
書
館
や
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
地

域
福
祉
支
援
等
の
機
能
を
持
つ
文
化
福
祉

施
設
の
整
備
工
事
を
本
格
化
し
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
産
業
支
援
施
設
の
整
備
も
支
援

し
、
連
携
す
る
こ
と
で
互
い
の
機
能
を
高

め
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
の
活
躍
を
支
援
す
る

地
域
づ
く
り

　

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
や
住
民

団
体
の
移
動
支
援（
買
い
物
等
の
送

迎
）に
必
要
な
貸
出
車
両
の
整
備
に

よ
り
、
地
域
が
取
り
組
む
介
護
予
防

や
生
活
支
援
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

地
域
づ
く
り

　

多
様
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
、
小
学
校
区
等
の
地
域
で
相

談
等
が
で
き
る
場
を
つ
く
る
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
、
住
民
が
主
体
的
に

解
決
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

斎
場
の
整
備

　

斎
場
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
木

尾
町
に
新
斎
場
を
整
備
し
ま
す
。

供
用
開
始
は
平
成
33
年
度
の
予

定
。
こ
の
整
備
は
、
米
原
市
と
共

同
設
置
す
る
湖
北
広
域
行
政
事
務

セ
ン
タ
ー
が
P
F
I
手
法
を
用
い

て
行
い
ま
す
。

消
防
本
部
庁
舎
の
整
備

　

現
在
建
設
中
の
工
事
が
完
了

し
、
11
月
か
ら
新
庁
舎
で
の
消
防

業
務
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
を
安

全
・
安
心
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

市
民
の
消
防
防
災
意
識
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

や
さ
し
い
日
本
語
で
多
文
化
共
生

　

外
国
人
に
と
っ
て
、
日
本
語
独
特
の
表

現
は
難
し
く
、
や
さ
し
い
言
い
回
し
で
伝

え
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
や
さ
し
い
日
本

語
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
や
研
修
会
を

実
施
し
、
外
国
人
だ
け
で
な
く
子
ど
も
や

高
齢
者
な
ど
に
も
わ
か
り
や
す
い
日
本
語

が
話
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

北
部
地
域
の
医
療
体
制
確
保

　

中
之
郷
診
療
所
等
を
湖
北
病
院
が
運
営

す
る
こ
と
で
、
余
呉
地
区
の
持
続
可
能
な

地
域
医
療
の
維
持
を
図
り
ま
す
。
ま
た
永

原
診
療
所
を
拠
点
診
療
所
と
し
て
西
浅
井

支
所
へ
、
塩
津
診
療
所
を
出
張
診
療
所
と

し
て
西
浅
井
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
移
転
す
る

こ
と
に
伴
い
、
必
要
な
医
療
機
器
等
を
整

備
し
ま
す
。中

心
市
街
地
再
整
備

　

中
心
市
街
地
の
中
央
に
位

置
す
る
元
浜
町
13
番
街
区（
曳

山
博
物
館
西
側
の
街
区
）内
の

老
朽
化
し
た
建
物
を
法
に
基

づ
き
解
体
し
、
新
た
な
施
設

工
事
を
行
う
事
業
者
に
費
用

の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

市
民
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
の
整
備

　

北
郷
里
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
の
改
築
工
事
を
完
了
し
、

虎
姫
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
改
修
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
高
月
、
余
呉
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
の
改
修
に
向

け
た
設
計
を
完
了
し
ま
す
。

保
健
指
導
で
重
症
化
予
防

　

健
診
時
や
健
診
後
、
重
症
化
の
リ

ス
ク
が
高
い
高
血
圧
な
ど
の
所
見
が

あ
る
人
に
、
管
理
栄
養
士
や
保
健
師

が
わ
か
り
や
す
く
体
へ
の
影
響
を
説

明
し
ま
す
。
ま
た
、
か
か
り
つ
け
医

と
連
携
し
た
保
健
指
導
に
よ
り
、
腎

不
全
や
心
不
全
、
脳
血
管
障
害
等
の

病
気
を
予
防
し
ま
す
。

空
き
家
対
策
を
進
め
ま
す　

　

管
理
者
が
い
な
い
特
定
空
き
家
等

（
倒
壊
の
危
険
等
が
あ
る
空
き
家
）に

対
し
、
相
続
財
産
管
理
制
度
を
活
用

し
解
消
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
空
家

の
持
ち
主
が
次
の
活
用
が
し
や
す
い

よ
う
、
家
財
処
分
費
用
等
の
助
成
を

し
ま
す
。

（
仮
称
）北
部
地
域
総
合

体
育
館
整
備

　

平
成
36
年
開
催
予
定
の
滋

賀
国
体
の
柔
道
競
技
会
場
と

し
て
、
ま
た
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
の
拠
点
と
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
め
る
総
合
体
育
館
の

建
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

北
部
地
域
の
魅
力
発
信

　

奥
琵
琶
湖
や
余
呉
湖
な
ど

の
自
然
や
景
観
、
地
域
の
歴

史
文
化
、
史
跡
な
ど
の
資
源

を
生
か
し
た
地
域
住
民
に
よ

る
北
部
地
域
の
魅
力
発
信
を

支
援
し
ま
す
。

予算額　82万円

予算額　1,444万円

予算額　14億292万円

（※）債　21億7,200万円

予算額　4,745万円

予算額　1,092万円

予算額　3,238万円 予算額　21万円

予算額　155万円

予算額　128万円

予算額 14億1,212万円
    （※）債　２億7,856万円

予算額　２億5,346万円
 （※）債　13億9,767万円

予算額　１億9,490万円
     （※）債　３億8,500万円

予算額　709万円

予算額　251万円予算額　430万円

（※）債：債務負担行為

▲菅浦の景観

▲元浜町13番街区完成イメージ

▲消防本部庁舎

▲小谷城スマートIC

▲保健相談

▲日本語ボランティア養成講座

▲おでかけワゴン

▲介護人材研修
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４月から市役所の組織機構が
一部変わります 問行政経営改革課（☎６５－６７０２）

　長浜市総合計画の推進に向け、限られた財源や人的資源を
最大限に有効活用し着実な歩みを進めるとともに、より機能
的な行政運営を実現するため、組織機構を整備します。主な
改正は次のとおりです。

1．重要課題への対応
【公共施設マネジメントの着実な推進】
　市の重要課題の一つである公共施設マネジメントにつ
いて、一層のスピード感を持って推進できるよう、行政経
営改革課が所管する「施設の適正規模、適正配置、長寿命
化など公共施設等総合管理計画に基づく取組の進捗管理」
を従来の財産活用室に一元化して「公共施設マネジメン
ト課」とし、体制基盤の強化を図ります。

【農業施策の全市的展開と林業施策の一体的推進】
　長浜市農業活性化プランに掲げる「協働でつくる風土
を活かした笑顔あふれる長浜農業」の実現に向けた施策の
全市的な展開と、長浜市森づくり計画に掲げる「森林・林
業の活性化に向けた長浜森林ビジネス」の構築を一体的に
進めていくため、北部振興局農林課が所管する業務を産業
観光部農政課および森林整備課に整理統合し、事務の効率
化を図るとともに、地域課題に対応する体制を整えます。

【下水道事業の独立採算制による経営の確立】
　公共下水道事業に地方公営企業法の財務規定の一部を
適用し、独立採算制の原則に基づく経営を確立するため、
「下水道事業部」を新設します。下水道事業部には、経営・
料金に関する「下水道総務課」と維持管理・建設に関する
「下水道施設課」を設けます。

2．組織マネジメントの強化
【部局報道官の設置】
　市民協働のまちづくりに向けてさらなる市民参画を推
進し、市民との情報共有を図り、各部局が主体的に責任を
持って広報・広聴を計画的に実施していくために「部局
報道官（次長級職員）」を配置します。

総
務
部

総務課
[ 内部リスク管理室 ] ☎６５－６５０３ 本庁舎４階 文書法規、情報公開、庁舎管理など

内部統制の運用、公益通報など
人事課 ☎６５－６５０２ 本庁舎４階 人事、給与、人材育成など
財政課 ☎６５－６５０６ 本庁舎４階 予算編成、財政計画など
公共施設マネジメント課 ☎６５－１７１７ 本庁舎４階 行政財産の総括、公共施設等総合管理計画、未利用財産の利活用など
契約検査課 ☎６５－６５０７ 本庁舎５階 建設工事等の入札、契約審査、工事検査など

総
合
政
策
部

総合政策課 ☎６５－６５０５ 本庁舎４階 市政の総合的な企画立案・調整、総合計画、土地利用、教育大綱、地方創
生など

秘書課 ☎６５－６５０１ 本庁舎４階 市長・副市長の秘書、儀式、褒賞など
市民広報課 ☎６５－６５０４ 本庁舎４階 広報、広聴、ふるさと寄附、自治体クラウドファンディングなど
情報政策課 ☎６５－６５８１ 本庁舎３階 地域情報施策、行政情報化、庁内情報システム整備、統計など
行政経営改革課 ☎６５－６７０２ 本庁舎４階 行政経営改革、組織機構など

市
民
協
働
部

市民活躍課

[ 市民活動支援室 ]

☎６５－８７１１

☎６５－８７２２ 本庁舎３階
自治会、防犯、交通安全、多文化共生、国際交流、移住施策など
市民活動団体、地域づくり協議会、市民活動センター、市民まちづくりセ
ンターなど

生涯学習文化課 ☎６５－６５５２ 本庁舎３階 生涯学習、市立図書館、社会教育、青少年育成、文化芸術の振興および創
造など

産業文化交流拠点整備室 ☎６５－６９０７ 本庁舎３階 産業文化交流拠点整備など

スポーツ振興課 ☎６５－８７８７ 本庁舎３階 スポーツ振興、「第 79 回国民体育大会・第 24 回全国障害者スポーツ大会」
の環境整備など

歴史遺産課 ☎６５－６５１０
☎６３－４６１１

本庁舎２階
長浜城歴史博物館内

歴史文化施策の企画・推進、博物館・資料館の運営企画、文化財の調査・保存・
活用など

人権施策推進課 ☎６５－６５６０ 本庁舎２階 人権施策、男女共同参画、女性活躍、長浜地域総合センター・虎姫コミュ
ニティセンター・木之本総合センターの管理・運営など

市
民
生
活
部

環境保全課 ☎６５－６５１３ 本庁舎１階 環境保全、エコライフ、自然公園、生活環境、墓地、犬の登録、消費生活
相談、地域エネルギーの調査・推進など

保険医療課 ☎６５－６５１２ 本庁舎１階 国民健康保険、福祉医療、後期高齢者医療、国民年金など
市民課 ☎６５－６５１１ 本庁舎１階 戸籍、住民票、印鑑登録、マイナンバーカード、住居表示、埋火葬許可など
税務課 ☎６５－６５０８ 本庁舎１階 市県民税、国民健康保険料、固定資産税、軽自動車税など

滞納整理課 ☎６５－６５１７ 本庁舎１階 滞納整理・納付指導など（市税・国民健康保険料・後期高齢者医療保険料・
介護保険料・保育所保育料）

支所 ※右頁のとおり

健
康
福
祉
部

社会福祉課 ☎６５－６５１９ 本庁舎１階 福祉企画、民生委員・児童委員、生活保護、生活困窮相談、自立生活相談、
戦没者遺族等の恩給、結婚支援など

しょうがい福祉課
[ 児童発達支援センター ]

☎６５－６５１８
☎６５－６９０４

本庁舎１階
ながはまウェルセンター

しょうがい福祉、障害支援区分の認定など
早期療育、発達支援、相談支援など

子育て支援課
[ 家庭児童相談室 ]

☎６５－６５１４
☎６５－６５４４ 本庁舎１階 児童福祉、児童手当、児童扶養手当、ひとり親相談、放課後児童クラブなど

家庭児童相談、ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）、里親など

健康推進課

[ 地域医療室 ]
☎６５－７７７９ ながはまウェルセンター

健康企画、母子成人・精神保健、健康診断、予防接種、北部健康推進セン
ターなど
地域医療、国民健康保険直営診療所、長浜米原休日急患診療所など

高齢福祉介護課
［湖北地域介護認定審査室 ]

☎６５－７７８９
☎６５－８２５０ 本庁舎１階 高齢者福祉、介護認定申請、介護保険、地域包括ケアシステム、介護予防など

介護認定審査など

産
業
観
光
部

商工振興課 ☎６５－８７６６ 本庁舎２階 商工業振興、事業者支援、創業支援、企業立地、就労支援、勤労者福祉、
企業内人権など

小谷城スマートインターチ
ェンジ周辺新産業拠点整備
室

☎６５－６５２０ 本庁舎２階 小谷城スマートインターチェンジ周辺の新産業拠点整備など

長浜駅周辺まちなか活性化室 ☎６５－６５４５ 本庁舎２階 中心市街地活性化、長浜駅周辺の整備など
観光振興課 ☎６５－６５２１ 本庁舎２階 観光振興、観光の広報宣伝など
農政課
　　北部農林振興事務所

☎６５－６５２２
☎８２－５９０２

本庁舎２階
北部振興局１階

農水産業振興、担い手支援、生産調整、農村整備、土地改良事業など
北部地域における農林水産事業など

森林整備課
[ 鳥獣害対策室 ] ☎６５－６５２６ 本庁舎２階 森林整備、森林資源の活用、治山・林道施設の管理、緑の募金など

鳥獣害対策、カワウ被害防止対策など

都
市
建
設
部

都市計画課

[ 交通対策室 ]

[ 田村駅周辺整備室 ]

☎６５－６５４１ 本庁舎２階

都市計画、景観、都市整備、公園緑地など
公共交通対策 ( 鉄道・バス路線）、鉄道駅関連施設（駐車場・駐輪場）の維
持管理など
田村駅周辺の整備など

道路河川課 ☎６５－６５３１ 本庁舎２階 道路、橋梁、河川、砂防、除雪、地籍調査、法定外公共物など
建築住宅課

[ すまい政策推進室 ] ☎６５－６５３３ 本庁舎２階 市営住宅等の管理、地域改善事業の監理調整、市有建物の建築・営繕など
住宅施策、空き家関連施策の総括など

開発建築指導課 ☎６５－６５４３ 本庁舎２階 開発指導、建築確認、建築指導など
技術監理室 ☎６５－６５６８ 本庁舎５階 建設工事技術、公共工事の品質確保など

下
水
道
事
業
部

下水道総務課 ☎６５－１６００ 本庁舎２階 公共下水道、農業集落排水に関する経営・料金など

下水道施設課 ☎６５－１６０１ 本庁舎２階 公共下水道、農業集落排水施設の維持管理・建設など
  防災危機管理局 

[ 原子力安全対策室 ] ☎６５－６５５５ 本庁舎３階 防災、危機管理、自主防災組織など
原子力安全、原子力防災など

  北部振興局 ※右頁のとおり
  会計課 ☎６５－６５０９ 本庁舎１階 出納、審査など

〈北部振興局・支所〉

北部振興局 地域振興課 ☎８２－５９００ 北部振興局２階

福祉生活課 ☎８２－５９０１ 北部振興局１階

建設課
［丹生ダム対策室］ ☎８２－５９０４ 北部振興局２階

市民生活部 浅井支所 ☎７４－３０２０ 内保町2490-1

びわ支所 ☎７２－３２２１ 難波町505

虎姫支所 ☎７３－３００１ 宮部町3445

湖北支所 ☎７８－１００１ 湖北町速水2745

高月支所 ☎８５－３１１１ 高月町渡岸寺160

余呉支所 ☎８６－３２２１ 余呉町中之郷2434

西浅井支所 ☎８９－１１２１ 西浅井町大浦2590

●病院事業の組織
病院事業管理者 市立長浜病院 ☎６８－２３００ 大戌亥町313

湖北病院 ☎８２－３３１５ 木之本町黒田1221

●介護老人保健施設事業の組織

介護老人保健施設長 介護老人保健施設
湖北やすらぎの里 ☎８２－３７２５ 木之本町黒田1221

●議会・行政委員会の組織・機関
議会 事務局 ☎６５－６５４７ 本庁舎６階

選挙管理委員会 事務局 ☎６５－６５０３ 本庁舎４階

公平委員会 事務所 ☎６５－６５４８ 本庁舎５階

監査委員 事務局 ☎６５－６５４８ 本庁舎５階

農業委員会 事務局 ☎６５－６５４９ 本庁舎２階

固定資産評価
審査委員会 事務局 ☎６５－６５０３ 本庁舎４階

教育委員会 教育長

事務局 教育総務課 ☎６５－８６０３ 本庁舎５階 教育委員会の運営、学校・園の施設管理など

教育改革推進室 ☎６５－８６０４ 本庁舎５階 教育改革の企画・総合調整など

教育指導課
☎６５－８６０５ 本庁舎５階

学校経営、教育課程、生徒指導、特別支援教育、教
育センター、青少年センターなど

[教職員人事室] 教職員の人事など
[木之本教育指導事務所] ☎８２ー５９０６ 北部振興局３階 北部振興局区域内の生徒指導、教育課程、特別支援など

すこやか教育推進課 ☎６５－８６０６ 本庁舎５階 学校事務、就学援助、学校保健体育、学校給食など
[学校給食室] ☎６３－５８１８ 長浜学校給食センター内 学校給食センターの統括など

幼児課 ☎６５－８６０７ 本庁舎５階 幼稚園・保育所・認定こども園の運営、就学前教育
の指導など

●市長の事務部局

FAX番号や詳細ページ等は
市ホームページまで。
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市立長浜病院職員を募集します

平成30年度市立長浜病院　薬剤師、看護師・助産師奨学生を募集します

職　種 採用予定人員 採用予定年月日 受験資格

薬剤師 ２人程度 平成30年６月１日

次のいずれにも該当する人
〇昭和57年４月２日以降に生まれた人
〇 薬剤師法による薬剤師の免許を有する人（平成30年７月末
日までに免許取得見込みの人を含む）
〇当直ができる人

■試験日　随時　　■申込受付期限　４月27日（金）　当日消印有効

職　種 採用予定人員 採用予定年月日 受験資格

看護師
助産師

25人程度 平成31年４月１日

次のいずれにも該当する人
〇昭和48年４月２日以降に生まれた人
〇保健師助産師看護師法による看護師または助産師の免許を
有する人
　（平成31年７月末日までに免許取得見込みの人を含む）
〇�市内または近接地に居住でき、夜間等の緊急呼び出しに容
易に応じられ、交代勤務ができる人

■試験日　７月28日（土）、８月４日（土）、11日（土・祝）　　■申込受付期限　７月13日（金）　当日消印有効

≪共通事項≫
■試験会場　市立長浜病院
　受験申込書は担当課にあります。また、病院ホームページからダウンロー
ドすることもできます。受験申込書を郵送で請求する場合は、封筒の表に
「○○職受験申込書請求」と朱書きし、返信用封筒（角型２号・120円切手
貼付・宛先・郵便番号明記）を同封して、右記まで送付してください。

問合せ・申込先
長浜市病院事業職員選考委員会
〈市立長浜病院事務局総務課内〉
〒526-8580　大戌亥町313
☎６８－２３２４

　市立長浜病院では、将来にわたり病院に貢献いただける人材を育成するため、また、病院薬剤師をめざして
いる人や看護師・助産師等を養成する施設に在学している人を経済的に支援するため、奨学金制度を設けてい
ます。
　奨学金は、当院において就業することを前提に貸与するものです。ご希望の場合は、下記までお申し込みく
ださい。

薬剤師奨学生
【対　　象】 薬剤師を養成する学校に在学する最終学

年の人
【金　　額】月額100,000円
【定　　員】１人
【貸与期間】 平成30年４月分から平成31年３月分まで

の１年間
看護師・助産師奨学生
【対　　象】 看護師・助産師養成校（看護学校、大学等）

に在学する２年生以上の学生（最終学年
を除く）

　　　　　 卒業時点で40歳を超えない人
【金　　額】月額50,000円
【定　　員】10人

【貸与期間】 平成30年４月分から正規の修業期を修了
するまで

≪共通事項≫
【選考方法】作文、面接試験および書類審査
【申 込 み】 ５月25日（金）までに郵送（消印有効）また

は直接下記まで。
※ 申請書類は担当課にあります。また、病院ホーム
ページからダウンロードすることもできます。

問合せ・申込先
　市立長浜病院事務局総務課
　〒526-8580　大戌亥町313
　☎６８－２３２４

固
定
資
産
の
評
価
替
え
を
実
施
し
ま
す

問
税
務
課（
☎
６
５

－

６
５
２
３
）

平
成
30
年
度
固
定
資
産
税
の
見
直
し

　

今
年
度
は
、
固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
）の

評
価
替
え
の
年
で
す
。

　

評
価
替
え
と
は
、
３
年
に
一
度
、
資
産
価

格
の
変
動
に
対
応
し
、
評
価
額
を
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
適
正
な
価
格
に
見
直
す
作
業
の
こ

と
で
す
。

　

見
直
し
た
評
価
額
を
も
と
に
固
定
資
産
税

（
都
市
計
画
税
を
含
む
）を
算
定
し
、
５
月
に

納
税
通
知
書
と
課
税
明
細
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
と
は

　

土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産（
業
務
用
の
機

械
・
備
品
な
ど
）を
固
定
資
産
と
い
い
ま
す
。

「
固
定
資
産
税
」
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

固
定
資
産
の
所
有
者
に
か
か
る
税
金
で
す
。

市
税
収
入
の
お
よ
そ
半
分（
約
80
億
円
）を
占

め
る
大
切
な
財
源
で
す
。

土
地
の
評
価
替
え

　

土
地
の
評
価
替
え
で
は
、
宅
地
等
の
評
価

額
を
見
直
し
ま
し
た
。
例
え
ば
宅
地
に
つ
い

て
は
、
商
業
地
や
住
宅
地
な
ど
の
利
用
状
況

に
応
じ
て
区
分
し
て
い
た
区
域
を
見
直
し
、

新
し
く
選
定
し
た
標
準
宅
地
の
不
動
産
鑑
定

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

宅
地
を
評
価
す
る
際
に
は
、「
路
線
価
」
と

い
う
道
路
ご
と
に
付
け
た
価
格
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
路
線
価
と
は
、
路
線
に
隣
接
す
る

宅
地
の
１
㎡
当
た
り
の
価
格
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
評
価
替
え
で
は
、
よ
り
適
正
な
土

地
の
評
価
を
行
う
た
め
に
、
主
に
次
の
２
点

を
見
直
し
ま
し
た
。

① 

建
築
基
準
法
に
適
合
し
な
い
道
路
の
路
線

価
を
減
額

　

市
街
化
区
域（
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
区

域
な
ど
）以
外
の
道
路
の
調
査
を
行
い
、
建
築

基
準
法
に
適
合
し
な
い
幅
員
の
狭
い
道
路
を

確
認
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
道
路
に
隣
接
す

る
宅
地
は
建
築
制
限
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、

路
線
価
を
減
額
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
街
化
区
域
内
の
建
築
基
準
法
に

適
合
し
な
い
道
路
は
、
す
で
に
平
成
27
年
度

の
評
価
替
え
で
路
線
価
を
減
額
し
て
い
ま
す
。

②
都
市
計
画
区
域
の
見
直
し

　

都
市
計
画
区
域
の
見
直
し
に
よ
り
田
村
町

の
一
部
地
域
が
市
街
化
区
域
に
編
入
さ
れ

（
下
図
）、
虎
姫
地
域
と
び
わ
地
域
で
は
市
街

化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
区
分
け
が
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
地

域
で
は
宅
地
や
雑
種
地
の
評
価
方
法
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。

家
屋
の
評
価
替
え

　

家
屋
の
評
価
替
え
で
は
、
そ
の
家
屋
と
同

じ
も
の
を
新
築
す
る
と
し
た
場
合
の
建
築
費

（
再
建
築
価
格
）を
計
算
し
、
そ
の
額
に
経
過

年
数
に
応
じ
て
古
く
な
っ
た
分
の
補
正
率
を

か
け
て
減
額
し
ま
す
。

　

今
回
の
評
価
替
え
で
は
、
平
成
28
年
７
月

の
建
築
資
材
の
価
格
を
も
と
に
算
定
さ
れ
た

国
の
基
準
に
よ
り
、
評
価
額
の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

　

国
の
基
準
は
、
建
築
物
価
が
上
昇
傾
向
に

あ
っ
た
こ
と
が
加
味
さ
れ
、
前
回
基
準
よ
り

５
％
程
度
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
再
建
築
価
格
に
補
正
率
を
か
け
て
減

額
し
て
も
、
見
直
し
前
の
評
価
額
を
上
回
っ

た
場
合
は
そ
の
ま
ま
評
価
額
が
据
え
置
か
れ
、

下
が
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

﹁
固
定
資
産
評
価
額
の
縦
覧
﹂
と
﹁
路

線
価
図
の
公
開
﹂
を
行
っ
て
い
ま
す

固
定
資
産
評
価
額
の
縦
覧

　

す
べ
て
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
を
公

開
し
て
い
ま
す
。
固
定
資
産
税
の
納
税
者

は
、
ご
自
身
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
と
、

他
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
を
比
較
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

︻
と　

き
︼ 

４
月
２
日（
月
）〜
５
月
31
日（
木
）

　
　
　
　

 

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
　
　

 

※
木
曜
日
の
み
19
時
ま
で

︻
と
こ
ろ
︼ 

税
務
課
、
北
部
振
興
局
福
祉

生
活
課

︻
持
ち
物
︼ 

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）

路
線
価
図
の
公
開

　

宅
地
評
価
の
基
礎
と
な
る
標
準
宅
地
の

位
置
と
、
標
準
宅
地
の
鑑
定
評
価
額
を
も

と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
に
付
け
ら
れ
た

路
線
価
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
担
当

課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▲市街化区域に編入された田村町の一部
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人
間
ド
ッ
ク
・
J
A
ド
ッ
ク
の
健
診
費
用
を
助
成
し
ま
す

問
保
険
医
療
課（
☎
６
５

－

６
５
１
２
）

自
立
生
活
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を

開
設
し
ま
し
た

問
社
会
福
祉
課（
☎
６
５

－

６
５
１
９
）

　

疾
病
の
早
期
発
見
お
よ
び
健
康
の
保
持
増

進
の
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
に

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

︻
対　
　

象
︼

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
長
浜
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

② 

４
月
１
日
現
在
40
歳
以
上
で
、
受
診
日
時

点
で
75
歳
未
満
の
人

③ 

世
帯
に
国
民
健
康
保
険
料
、
市
税
等
に
滞

納
が
な
い
人

④ 

市
の
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
同
意
す

る
人

※ 

同
じ
年
に
国
保
特
定
健
診
や
０
次
健
診
と

重
複
し
て
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

︻
助
成
内
容
︼

○ 

人
間
ド
ッ
ク（
日
帰
り
・
１
泊
・
脳
ド
ッ
ク
）、

同
時
に
実
施
さ
れ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

○ 

J
A
ド
ッ
ク（
レ
デ
ィ
ー
ス
ド
ッ
ク
健
診
、

メ
ン
ズ
ド
ッ
ク
健
診
、
J
A
ド
ッ
ク
健
診
）、

各
J
A
ド
ッ
ク
健
診
に
追
加
し
て
実
施
さ

れ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

︻
助 

成 

額
︼

　

受
診
費
用
の
１
／
２（
１
０
０
円
未
満
切
捨

て
）上
限
２
万
円
、
宿
泊
を
伴
う
場
合
は
上
限

２
万
５
千
円

︻
対
象
受
診
機
関
︼

○
人
間
ド
ッ
ク

　

市
立
長
浜
病
院
、
長
浜
市
立
湖
北
病
院
、

長
浜
赤
十
字
病
院
、
彦
根
中
央
病
院
、
友

仁
山
崎
病
院
、
K
K
C
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ひ
こ

ね
健
診
ク
リ
ニ
ッ
ク

○
J
A
ド
ッ
ク

　

 　

レ
ー
ク
伊
吹
農
協
、
北
び
わ
こ
農
協

︻
受
付
期
間
︼

　

４
月
２
日（
月
）〜
12
月
28
日（
金
）

※ 

予
算
の
都
合
上
、
締
切
日
よ
り
早
く
受
付

を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

︻
手
続
方
法
︼

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
持
っ
て
、

左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

必
ず
受
診
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
受

診
後
の
助
成
申
請
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

受
診
日
が
未
定
の
場
合
で
も
、
今
年
度
中

に
受
診
を
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
受
け

付
け
ま
す
。

※
申
請
に
は
本
人
の
署
名
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
・
申
込
先

　

保
険
医
療
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉

　

☎
６
５

－

６
５
１
２

　

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
・
各
支
所

　

現
行
の
制
度
で
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
利

用
す
る
こ
と
が
難
し
い
人
や
、
介
護
・
子
育

て
・
し
ょ
う
が
い
・
就
労
な
ど
複
数
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
人
の
自
立
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

経
済
的
な
理
由
で
生
活
に
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
や
複
数
の
問
題
が
あ
り
、
ど
こ
に
相

談
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
お
困
り
の
人

は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

自
立
生
活
サ
ポ
ー
ト
窓
口（
社
会
福
祉
課
内
）

〈
本
庁
舎
１
階
〉

☎
６
５

－

６
５
１
９

休館日・開館時間が変わります
４月１日から、一部の歴史文化施設の休館日・開館時間が変更になります。

高月観音の里歴史民俗資料館
休館日の変更
〈変更前〉月・火曜日、祝日の翌日、年末年始

　　　　　　　　　　↓

〈変更後〉火曜日、祝日の翌日、年末年始 
問高月観音の里歴史民俗資料館（☎８５－２２７３）

小谷城戦国歴史資料館
開館時間の変更
〈変更前〉９時30分～17時

　　　　　　　↓

〈変更後〉９時～17時
問小谷城戦国歴史資料館（☎７８－２３２０）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

問
保
険
医
療
課（
☎
６
５

－

６
５
２
７
）

国
民
健
康
保
険
制
度
が

変
わ
り
ま
す

問
保
険
医
療
課
☎
６
５

－

６
５
１
２
）

保
険
料
率
の
改
定

　

４
月
１
日
か
ら
、
保
険
料
率
を
次
の
表
の

と
お
り
改
定
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
や
保
険

料
額
に
つ
い
て
は
、
７
月
に
郵
送
で
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
保
険
料
額

の
試
算
が
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.shigakouiki.jp/index.htm

l

保
険
料
の
軽
減

　

世
帯
主
と
被
保
険
者
全
員
の
所
得
が
一
定

以
下
の
人
は
、
世
帯
の
所
得
水
準
に
合
わ
せ

て
均
等
割
額
が
、
９
割
・
8.5
割
・
５
割
・
２

割
の
い
ず
れ
か
の
割
合
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
は
、
均

等
割
が
軽
減
さ
れ
、
所
得
割
は
か
か
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
４
月
１
日
か
ら
次
の
通
り
変
更

と
な
り
ま
す
。

所
得
割
額

　

所
得
割
額
の
軽
減
は
な
く
な
り
ま
す
。

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
の

均
等
割
額

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前
日

ま
で
被
用
者
保
険（
職
場
の
健
康
保
険
）の
加

入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
人（
被
扶
養
者
）の

保
険
料
の
軽
減
割
合
が
、
７
割
か
ら
５
割
に

変
わ
り
ま
す
。

均
等
割
額
の
軽
減
対
象
と
な
る
人
の
所
得
範
囲
の
拡
大

　

均
等
割
額
が
５
割
ま
た
は
２
割
軽
減
さ
れ

る
対
象
と
な
る
人
の
所
得
の
範
囲
が
、
次
の

よ
う
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

５
割
軽
減
の
対
象
者

　

被
保
険
者
と
そ
の
世
帯
の
世
帯
主
の
総
所

得
金
額
等
が
、
次
の
計
算
式
を
超
え
な
い
人

「
基
礎
控
除
額（
33
万
円
）」
＋
「
27
．5
万
円

×
世
帯
の
被
保
険
者
数
」

（
改
正
前
：
基
礎
控
除
額
＋
27
万
円
×
世
帯

の
被
保
険
者
数
）

２
割
軽
減
の
対
象
者

　

被
保
険
者
と
そ
の
世
帯
の
世
帯
主
の
総
所

得
金
額
等
が
、
次
の
計
算
式
を
超
え
な
い
人

「
基
礎
控
除
額（
33
万
円
）」
＋
「
50
万
円
×

世
帯
の
被
保
険
者
数
」

（
改
正
前
：
基
礎
控
除
額
＋
49
万
円
×
世
帯

の
被
保
険
者
数
）

入
院
時
食
事
代
の
標
準
負
担
額
の
変
更

　

所
得
区
分
が
現
役
並
み
所
得
者
と
一
般
の

人
は
３
６
０
円
／
１
食
か
ら
４
６
０
円
／
１

食
に
変
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
療
養
病
床
に
入
院
し
た
場
合
の
居

住
費
の
標
準
負
担
額
は
、
入
院
医
療
の
必
要

性
の
高
い
状
態
が
継
続
す
る
人
も
含
め
て
、

一
律
３
７
０
円
／
１
日
に
な
り
ま
す
。

※ 

所
得
区
分
が
区
分
Ⅰ
、
区
分
Ⅱ（
住
民
税

非
課
税
世
帯
）の
人
、
指
定
難
病
患
者
の

人
に
つ
い
て
は
、
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

療
養
病
床
に
入
院
し
た
場
合
の
食
事
代
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

区分　
保険料率

現行 改定後
被保険者
均等割額

45,242 円 43,727 円

所得割率 8.94% 8.26%
年間保険料
上限額

57万円 62万円

※�所得割額の計算方法･･･総所得金額等から
基礎控除の33万円を差し引いた金額×上
記の割合

　

４
月
か
ら
県
が
保
険
者
に
加
わ
り
、
市
町

と
一
緒
に
国
民
健
康
保
険
の
運
営
を
担
う
こ

と
で
、
制
度
の
安
定
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

保
険
料
に
つ
い
て

　

県
か
ら
示
さ
れ
る
市
町
ご
と
の
標
準
保
険

料
率
を
参
考
に
市
町
で
決
定
し
ま
す
。
平
成

30
年
度
の
保
険
料
率
は
、
５
月
１
日
号
の
広

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

変
更
点

○ 

保
険
証
な
ど
の
様
式
が
一
部
変
わ
り
ま

す
。
な
お
、
現
在
お
使
い
の
限
度
額
認
定

証
や
高
齢
受
給
者
証
な
ど
は
、
記
載
さ
れ

て
い
る
有
効
期
限
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

○ 

４
月
か
ら
の
新
し
い
保
険
証
は
、
有
効
期

限
が
平
成
31
年
７
月
31
日
ま
で
延
長
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
31
年
８
月
か

ら
保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証
を
一
体
化
す

る
た
め
の
措
置
で
す
。

○ 

県
内
転
居
で
あ
れ
ば
高
額
療
養
費
の
多
数

該
当
が
通
算
さ
れ
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。（
た
だ
し
、
世
帯
の
構
成
に
変
更
が

あ
っ
た
時
は
、
通
算
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
）
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ながはま 見聞録Nagahama Hotnews

https://www.facebook.com/nagahama.hotnews

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報課（☎65－6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さん
の活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を
紹介します。あなたが知っている旬の話題など
があれば、市民広報課（☎65－6504）までお知
らせください。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索

●長浜の催しや風景など、自慢の一枚をインスタグラムに投稿していただくと、長浜市
公式インスタグラムアカウントで紹介する「# みんなのちょぴっく」はじめました。詳
しくは市ホームページをご覧ください。
●見聞録のイベントは市公式 Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

長浜市公式SNS

▲市ホームページ ▲長浜市ほっとにゅ～す

2月17日（土）〜25日（日）
今年も力作が揃いました
　西浅井運動広場体育館で13回目となる「奥びわ湖書き初め展
覧会」が行われました。
　初日には、西浅井出身の県書道協会理事 大

おお

田
た

佐
さ

亨
きょう

さんの作品
講評や、伊吹高校書道部による書道パフォーマンスが行われま
した。今年は各部門合わせて739点の力作が並び、審査にあたっ
た大田さんは「芸術性の高い魅力ある作品が集まった」と講評。
作品のレベルの高さを讃えていました。

２月23日（金）
夢が広がるビジネスプラン
 ６次産業化など、新たなビジネスモデルの知識や技術の習得を
目的とした農業版創業塾「ながはまアグリベンチャースクール」
の第２期受講生の発表会と修了式が行われました。
　16人の受講生がそれぞれのビジネスプランについて発表。発
表者は画期的で実用的なビジネスプランをいきいきと語りまし
た。発表したプランの実現と受講生たちの今後の活躍が期待さ
れます。

３月３日（土）
GO！GO！余呉小　輝け未来へ
　今年の３月で閉校となる余呉小学校の閉校記念事業として音
楽劇「けやけしき未来へ～余呉千年物語～」を全校児童が演じ
ました。ふるさと余呉の伝説や歴史、伝統文化、自然を題材と
して創作されたこの音楽劇。子どもたちは大きな声と動きでそ
れぞれの役を元気よく演じました。
　余呉小学校はこの４月から鏡岡中学校と一つになり、余呉小
中学校として新たなスタートをきります。

３月３日（土）
コンサートを楽しみながら避難訓練
　湖北文化ホールで、今回で４回目となるスプリングドリルコ
ンサートが行われました。
　「もしコンサート中に災害が起こったら」をテーマに、避難訓
練も兼ねるこのコンサート。演奏中に突然緊急地震速報が流れ、
避難訓練が始まります。訓練後はコンサートが再開され、来場
者は演奏を聞きリラックスするとともに、避難訓練の講義にメ
モを取るなど、楽しみながら災害への備えを体験しました。

３月17日（土）
中心市街地の交流の拠点に
　旧市役所跡に建設する産業文化交流拠点施設の起工式が行
われました。
　中心市街地の活性化に向け、文化、地域交流、市民活動支
援などの機能を併せ持つ文化福祉施設として建設するもの
で、関係者約100人が出席しました。
　オープンは平成31年11月の予定で、施設内には市民が利用
できる図書館などが入ります。

２月18日（日）
野球界の大スターから教わる人生哲学・指導論
　長浜文化芸術会館で行われた桑田真澄氏のスポーツ講演会に、
およそ450人が集まりました。
　甲子園５期連続出場、その後プロ野球選手、メジャーリーガー
として活躍した桑田さん。野球から学んだ人生哲学や指導論な
どを語ったほか、会場とのコミカルな掛け合いなどで時折笑い
が起こりました。来場者は桑田さんの話を目を輝かせながら熱
心に聴いていました。

２月24日（土）
祭を支える若衆の心意気
　ユネスコ無形文化遺産となり、日本の祭から世界の祭になっ
た長浜曳山祭。昨年は９万人の人出で賑わい、今年もそれ以上
の人出が見込まれます。
　観客の健康や安全を守るため、若衆会のメンバー24人が曳山
博物館伝承スタジオで救命講習を受講しました。講習では、胸
骨圧迫や人工呼吸に挑戦。曳山祭を成功させたいという強い思
いから、全員が真剣に受講していました。

３月４日（日）
すべての隊員が定住へ
　余呉文化ホールで、長浜市地域おこし協力隊の報告会が開催
され、これまでの実績や課題、今後の展望などが語られました。
　隊員たちは迎え入れてくれた地域住民の温かさに触れ、「人と
のつながりを作ってくれた」、「長浜を選んでくれてありがとう、
と喜んでもらえて救われた」など、受け入れる側の意識や体制
も活動の成果に大きく影響したことを明かしました。隊員たち
は任期を終えた後も定住する見通しです。
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国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
保
険
医
療
課（
☎
６
５

－

６
５
１
２
）

彦
根
年
金
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　

問
彦
根
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
☎
０
７
４
９

－

２
３

－
１
１
１
４
）

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

問
彦
根
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
☎
０
７
４
９

－

２
３

－

１
１
１
４
）

河
川
愛
護
活
動
に
報
償
金
を

交
付
し
ま
す問

道
路
河
川
課（
☎
６
５

－

６
５
３
１
）

　

平
成
30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
簡
易
書

留
で
３
月
上
旬
に
送
付
し
ま
し
た
。
留
守
等
で
受
け
取
れ

な
か
っ
た
人
は
、
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

４
月
は
窓
口
が
混
み
合
い
ま
す
。
時
間
に
余
裕
を
持
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

︻
持
ち
物
︼

　

平
成
29
年
度
の
被
保
険
者
証
、
来
庁
者
の
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

※ 

別
世
帯
の
人
が
受
け
取
る
場
合
は
、
世
帯
主
の
委
任
状

と
来
庁
者
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

※ 

委
任
状
は
任
意
の
様
式
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
14
日
以
内
に
届
出
を

国
民
健
康
保
険
の
喪
失
届
出

○
勤
務
先
の
健
康
保
険
等
に
加
入
し
た
と
き

○
被
扶
養
者
の
認
定
を
受
け
た
と
き

国
民
健
康
保
険
の
加
入
届
出

○
勤
務
先
の
健
康
保
険
等
の
資
格
を
喪
失
し
た
と
き

○
被
扶
養
者
の
認
定
を
は
ず
れ
た
と
き

※
自
動
で
は
切
り
替
わ
り
ま
せ
ん
。

国
民
皆
保
険
制
度

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
安
心
し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
れ

る
よ
う
、
す
べ
て
の
人
が
い
ず
れ
か
の
医
療
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
前
の
保
険
を

喪
失
し
た
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
加
入
と
な
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
国
民
年
金
保
険
料

　

４
月
か
ら
の
保
険
料
額
が
見
直
さ
れ
、月
額
１
６
，３
４
０

円
に
な
り
ま
し
た
。

現
金
で
の
２
年
前
納
が
お
得
で
す

　

納
付
書
に
よ
る
現
金
納
付
で
は
、
加
入
月
等
か
ら
翌
年

度
末
ま
で
の
分
を
前
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
最
大
で
２

年
分
の
前
納
が
可
能
）。
平
成
30
年
４
月
か
ら
平
成
32
年
３

月
ま
で
の
２
年
分
を
前
納
し
た
場
合
、割
引
額
が
１
４
，４
２
０

円
と
な
り
大
変
お
得
で
す
。

　

２
年
前
納
用
の
納
付
書
の
発
送
は
申
出
書
の
提
出
が
必

要
と
な
る
た
め
、
４
月
中
旬
ま
で
に
左
記
窓
口
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

︻
手
続
窓
口
︼ 

保
険
医
療
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉、
北
部
振
興

局
福
祉
生
活
課
・
各
支
所
、
彦
根
年
金
事
務

所

口
座
振
替
の
早
割
制
度

　

毎
月
の
保
険
料
を
口
座
振
替
で
納
付
す
る
と
、
月
々
50

円
お
得
で
す
。
手
続
き
は
、
左
記
窓
口
ま
た
は
口
座
振
替

を
希
望
す
る
金
融
機
関
・
郵
便
局
で
で
き
ま
す
。

︻
持 

ち 

物
︼
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印

︻
手
続
窓
口
︼ 

保
険
医
療
課〈
本
庁
舎
１
階
〉、
北
部
振
興
局

福
祉
生
活
課
・
各
支
所
、
彦
根
年
金
事
務
所

※
電
話
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
、
平
成
30
年

４
月
分
か
ら
の
２
年
前
納
お
よ
び
１
年
前
納
は
、
２
月

末
で
受
付
を
終
了
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
で
本
人
の
前
年
中
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

︻
対　
　

象
︼ 

大
学（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
等
に
在

籍
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
人

︻
持 

ち 

物
︼
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
、
印
鑑

︻
手
続
窓
口
︼ 

保
険
医
療
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉、
北
部
振
興

局
福
祉
生
活
課
・
各
支
所
、彦
根
年
金
事
務
所

　

一
級
河
川
の
草
刈
・
清
掃
を
実
施
さ
れ
る
自
治
会（
団

体
）に
報
償
金
を
交
付
し
ま
す
。
実
施
予
定
の
自
治
会（
団

体
）は
、
電
話
ま
た
は
直
接
担
当
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

︻
期　

限
︼
４
月
27
日（
金
）

問
合
せ

　

道
路
河
川
課
〈
本
庁
舎
２
階
〉

　

☎
６
５

－

６
５
３
１

市政の動き
（２月15日～３月15日）

市役所内で行われた会議について、その内容を概略で
お知らせします。詳しくはホームページまで。

会議名など 内　容

2月15日（木）
第14回長浜市歴史まちづくり協議会
担当課：都市計画課（☎65－6562）

長浜市歴史的風致維持向上計画の変更の内容および今年度事
業の進捗状況について協議を行いました。

２月22日（木）
第８回長浜市高齢者保健福祉審議会
担当課：高齢福祉介護課（☎65－7789）

第７期ゴールドプランながはま21の策定作業についての審議
と、情報交換を行いました。

２月23日（金）
第３回長浜市男女共同参画を進めるパートナーシップ委員会
担当課：人権施策推進課（☎65－6560）

長浜市男女共同参画行動計画（ヒュー・ウー・マンプラン）の最
終案について事務局から説明を受け、質疑応答および意見交換
を行いました。

２月23日（金）
第４回長浜市地域経営改革会議
担当課：行政経営改革課（☎65－6702）

第３次長浜市行政改革大綱アクションプラン平成30～32年度
の最終案について、事務局から説明を受け、承認しました。また、
同アクションプラン平成29年度評価（見込み）および平成29年度
チームでカイゼン運動について事務局から説明を受けました。

２月26日（月）
第２回長浜市地域包括支援センター運営協議会
担当課：高齢福祉介護課（☎65－7789）

包括的支援事業等の実施状況およびセンターの運営状況につい
て事務局から説明を受けました。また、平成30年度センター運営方
針（案）および木之本余呉西浅井のセンターの運営方法の変更に
ついて、事務局から説明を受け、承認しました。

２月26日（月）
長浜市人権尊重審議会
担当課：人権施策推進課（☎65－6560）

長浜市人権施策推進基本計画の改定について、事務局から説明
を受けた後、質疑応答および意見交換を行いました。

２月27日（火）
第２回長浜市子ども読書活動推進会議
担当課：長浜図書館（☎63－2122）

平成29年度の事業報告および平成30年度の予定について事務局
から説明を受け、意見交換を行いました。

２月27日（火）
第４回長浜市図書館協議会
担当課：長浜図書館（☎63－2122）

平成29年度の事業報告および平成30年度の予定について事務局
から説明を受け、意見交換を行いました。

３月１日（木）
第１回長浜市建築審査会
担当課：建築住宅課（☎65－6902）

建築基準法第43条第１項に基づく許可について、事務局から説明
を受けた後、承認しました。また同条に基づく事後報告がありまし
た。

３月１日（木）
長浜市市民協働推進会議
担当課：市民活躍課（☎65－8711）

第２期長浜市市民協働推進計画の概要および平成29年度協働事
業の進捗・評価について、事務局から説明を受け、質疑応答および
意見交換を行いました。

３月２日（金）
第４回長浜市地域公共交通会議
担当課：都市計画課（☎65－6562）

長浜市地域公共交通網形成計画（最終案）および平成30年度長浜
市生活交通改善事業計画について事務局から説明を受け、意見
交換を行った後、承認しました。

３月５日（月）
第２回長浜市健康づくり推進協議会
担当課：健康推進課（☎65－7779）

健康ながはま21の第３期の平成29年度実施結果および第４期へ
の改定について事務局から説明を受け、質疑応答および意見交換
を行いました。

動
産
を
公
売
し
ま
す

問
滞
納
整
理
課（
☎
６
５

－

６
５
１
７
）

　

市
税
等
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ

え
た
物
件
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公

売
し
ま
す
。

　

参
加
す
る
に
は
申
込
が
必
要
で

す
。

︻
参
加
申
込
期
間
︼

４
月
10
日（
火
）13
時
〜
26
日（
木
）23
時

︻
入
札
期
間
︼

５
月
８
日（
火
）13
時
〜
10
日（
木
）23
時

︻
参
加
資
格
︼

　

国
税
徴
収
法
お
よ
び
条
例
等
で
参

加
を
制
限
さ
れ
て
い
る
人
を
除
き
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※ 

参
加
方
法
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

公
売
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▲バギー（公売物件の一部）
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ゴールドプランながはま21（第７期）を策定しました　
問高齢福祉介護課（☎６５－７７８９）

４月から介護保険料が変わります　　
問高齢福祉介護課（☎６５－７７８９）

基本理念　みんなで支え合い　いきいきと暮らせる　あたたかな長寿福祉のまち

　この計画は、今後３年間の市の高齢者保健福祉・介護保険

事業の運営の指針を示すものです。高齢者の皆さんが、住み

慣れた地域で、心豊かに生きがいを持って健やかに暮らせる

よう、社会参加の促進、健康づくり・介護予防活動の推進、

介護・福祉人材の確保・定着・育成施策の推進、支え合いに

よる地域づくり等を進めます。

※ 計画は、市政情報コーナーや市ホームペー

ジでご覧いただけます。

　介護保険事業の円滑な運営を図るため、65歳以上

の人（第１号被保険者）の介護保険料は、３年に一度

見直しを行います。

　平成30年度から３年間の介護保険料の基準月額は

6,570円（年額78,840円）となりました。具体的に
は、本人や世帯の市民税の課税状況・所得水準など

に応じて決まります。

　高齢化の進展による介護サービス利用者の増加に

ともない、介護サービス費の伸びが見込まれること

などから介護保険料も上昇します。このような中、

負担能力に応じた保険料段階の設定等を行うことで、

上げ幅の抑制に努めました。

　納入通知書は６月中旬に発送します。「介護」を社
会全体で支えるための大切な保険料です。ご理解と
ご協力をお願いします。

長浜市介護保険料（平成30年度～32年度）

段　階 対　象　者 年額
保険料

基準額に
対する
割合

第１段階

本人が市民税
非課税

同じ世帯の
人全員が
市民税非課税

生活保護受給者・老齢福祉年金受給者
前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万
円以下の人

33,110円 0.42 

第２段階 前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万
円を超え120万円以下の人 55,180円 0.70 

第３段階 前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が120万
円を超える人 59,130円 0.75 

第４段階 同じ世帯に市民税
を課税されている
人がいる

前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万
円以下の人 70,950円 0.90 

第５段階 前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万
円を超える人 78,840円 基準額

第６段階

本人が市民税
課税

本人の前年の合計
所得金額が

80万円未満の人 90,660円 1.15 

第７段階 80万円以上120万円未満の人 94,600円 1.20 

第８段階 120万円以上200万円未満の人 102,490円 1.30 

第９段階 200万円以上300万円未満の人 118,260円 1.50 

第10段階 300万円以上400万円未満の人 134,020円 1.70 

第11段階 400万円以上500万円未満の人 149,790円 1.90 

第12段階 500万円以上600万円未満の人 165,560円 2.10 

第13段階 600万円以上の人 173,440円 2.20 

総
合
防
災
マ
ッ
プ
を
更
新
し
ま
し
た　

問
防
災
危
機
管
理
局（
☎
６
５

－

６
５
５
５
）

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス（
介
護
保
険
）の
事
業
者
を

募
集
し
ま
す

問
高
齢
福
祉
介
護
課（
☎
６
５

－

７
７
８
９
）

　
「
長
浜
市
総
合
防
災
マ
ッ
プ
」
を
広
報
な

が
は
ま
３
月
15
日
号
と
一
緒
に
配
布
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
更
新
に
あ
わ
せ
て
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
よ
り
詳
し
く
ハ
ザ
ー

ド
情
報
を
確
認
で
き
る
「
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ（
W
E
B
版
）」
を
作
成
し
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
冊
子
の
地

図
で
は
確
認
し
づ
ら
い
部
分
も
W
E
B
版
で

詳
し
く
確
認
で
き
ま
す
。

　

こ
の
総
合
防
災
マ
ッ
プ
は
、
災
害
に
対
す

る
事
前
の
備
え
や
発
災
時
の
対
処
法
な
ど
、

い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
よ
う
に
作
成
し
て

い
ま
す
。想
定
さ
れ
る
災
害
を
事
前
に
知
り
、

自
分
や
家
族
の
命
を
守
る
こ
と
を
考
え
、
災

害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
手
元
に
届
い
て
い
な
い
人
は
、
市

役
所
本
庁
舎
総
合
案
内
・
各
支
所
に
あ
り
ま

す
。

▲パソコン版防災ハザードマップ

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︻
募
集
事
業
︼

○
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

　
（
１
事
業
所
程
度
）

○
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

　
（
１
事
業
所
程
度
）

○
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護（
共
用
型
）

　
（
数
事
業
所
程
度
）

○
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　
（
１
事
業
所
）

○
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

　
（
２
ユ
ニ
ッ
ト
※
１
ユ
ニ
ッ
ト
の
応
募
も
可
）

○
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　
（
１
事
業
所
程
度
）

○
共
生
型
地
域
密
着
型
通
所
介
護

　
（
数
事
業
所
程
度
）

○
療
養
通
所
介
護

　
（
数
事
業
所
程
度
）

※（　

）内
は
募
集
数

︻
受
付
期
間
︼
４
月
２
日（
月
）〜
８
月
31
日（
金
）

︻
申 

込 

み
︼
電
話
で
予
約
の
う
え
直
接
左
記
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

　

高
齢
福
祉
介
護
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉

　

☎
６
５

－

７
７
８
９

▲防災ハザード
　マップWEB
　版QRコード

▲長浜市総合防災マップ

▲スマートフォン版
　防災ハザードマップ
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高
齢
者
活
躍
よ
り
あ
い
ど
こ
ろ
事
業
を
支
援
し
ま
す

問
高
齢
福
祉
介
護
課（
☎
６
５

－

７
７
８
９
）

す
ま
い
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
ま
す

問
建
築
住
宅
課
す
ま
い
政
策
推
進
室（
☎
６
５

－

６
５
３
３
）

　

高
齢
者
が
寄
り
合
い
、
生
き
が
い
を
高
め

る
活
動
を
行
う
拠
点
と
な
る
「
よ
り
あ
い
ど

こ
ろ
」
の
整
備
・
運
営
を
支
援
し
ま
す
。

施
設
等
の
整
備
補
助

︻
対 

象 

者
︼

　

市
内
で
よ
り
あ
い
ど
こ
ろ
の
施
設
等
を
整

備
す
る
法
人
ま
た
は
団
体　

︻
対
象
経
費
︼

　

拠
点
整
備
に
か
か
る
経
費（
施
設
ま
た
は

車
両
の
修
繕
料
も
し
く
は
整
備
に
必
要
な
工

事
請
負
費
・
備
品
購
入
費
）

︻
補
助
率
・
限
度
額
︼

　

補
助
率　

１
／
２

　

補
助
限
度
額　

１
５
０
万
円

　

補
助
下
限
額　

20
万
円

運
営
補
助

︻
対 

象 

者
︼

　

市
内
で
よ
り
あ
い
ど
こ
ろ（
茶
話
会
、
サ

ロ
ン
、
教
室
等
）を
運
営
す
る
法
人
ま
た
は

団
体

︻
対
象
経
費
︼

　

拠
点
運
営
に
か
か
る
経
費（
人
件
費
、
報

償
費
、
光
熱
水
費
、
消
耗
品
費
、
印
刷
製
本

費
、
燃
料
費
、
通
信
運
搬
費
、
保
険
料
、
手

数
料
等
）

︻
補
助
率
・
限
度
額
︼

　

補
助
率　

１
／
２

　

１
回
の
開
催
に
つ
き
５
，
０
０
０
円

　

１
週
あ
た
り
の
上
限
１
０
，
０
０
０
円　

※ 

65
歳
以
上
の
参
加
者
が
５
人
以
上
あ
る
場

合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

︽
共
通
事
項
︾

︻
補
助
事
業
の
実
施
期
間
︼

　

交
付
決
定
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日

︻
募
集
期
間
︼

　

４
月
16
日（
月
）〜
５
月
１
日（
火
）

︻
事
前
相
談
︼

　

４
月
３
日（
火
）か
ら
事
前
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。
ま
ず
は
電
話
で
担
当
課
ま
で
。

︻
そ 

の 

他
︼

○ 

す
で
に
実
施
し
て
い
る
事
業
は
対
象
外
で

す
。

○ 

申
請
書
の
提
出
は
直
接
担
当
課
ま
で
。

○ 

交
付
対
象
者
は
５
月
開
催
予
定
の
審
査
会

で
決
定
し
ま
す
。

○ 

募
集
案
内
、
申
請
書
様
式
は
担
当
課
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
担
当
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
市
民

全
体
で
支
え
る
こ
と
で
子
育
て
世
代
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、
平
成
30
年
度
も
引
き

続
き
、
小
学
校
の
学
校
給
食
費
を
補
助
し
ま

す
。

　

申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
締
切
ま
で
に
申

請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

︻
対　

象
︼

　

市
内
在
住
で
、
小
学
校
に
在
籍
す
る
児
童

の
保
護
者

次
の
場
合
は
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

○ 

就
学
援
助
費
・
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励

費
な
ど
を
受
給
し
て
い
る（
た
だ
し
、
特

別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
を
受
給
し
、
学

校
給
食
費
の
自
己
負
担
分
が
あ
る
場
合
を

除
く
）

○ 

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

○ 

在
籍
す
る
小
学
校
に
お
い
て
学
校
給
食
の

提
供
を
受
け
て
い
な
い

○
学
校
給
食
費
を
滞
納
し
て
い
る

︻
補
助
金
の
流
れ
︼

●
市
立
小
学
校
の
場
合

　

学
校
給
食
費
の
実
費
分
を
市
か
ら
直
接
学

校
給
食
会
に
補
助
金
と
し
て
交
付
す
る
た

め
、
小
学
校
に
学
校
給
食
費
を
支
払
う
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。

●
市
立
小
学
校
以
外
の
場
合

　

小
学
校
に
支
払
っ
た
学
校
給
食
費
分
を
、

補
助
金
と
し
て
保
護
者
に
交
付
し
ま
す
。
交

付
時
期
は
平
成
31
年
４
月
以
降
と
な
り
ま

す
。

︻
申
請
方
法
︼

●
市
立
小
学
校
の
場
合

　

４
月
９
日（
月
）ま
で
に
在
籍
す
る
小
学
校

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
市
立
小
学
校
以
外
の
場
合

　

１
学
期
の
学
校
給
食
開
始
日
ま
で
に
左
記

担
当
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

在
籍
す
る
小
学
校
な
ど
で
取
り
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
場
合
は
、
学
校
ご
と
に
決
め
ら
れ
た

締
切
ま
で
に
、
各
学
校
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※ 

申
請
書
な
ど
の
様
式
は
、
各
小
学
校
で
配

布
す
る
ほ
か
、
担
当
課
に
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ

　

す
こ
や
か
教
育
推
進
課
〈
本
庁
舎
５
階
〉

　

☎
６
５

－

８
６
０
６

路
線
バ
ス
の
運
行
を
支
援
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
を
め

ざ
し
て
、
生
活
に
必
要
な
路
線
バ
ス
な
ど
を

維
持
す
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
市
・
県
あ
わ
せ
て

２
億
３
千
万
円
の
補
助（
車
両
更
新
分
を
除

く
）を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
乗
り
降
り
し

や
す
い
低
床
バ
ス
へ
の
車
両
更
新
を
行
う
な

ど
の
利
便
性
向
上
を
図
り
、
日
常
の
買
物
や

通
学
、
観
光
な
ど
で
延
べ
約
39
万
人
に
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
世
代
へ
路
線
バ
ス
を
存
続
す
る
た
め
に

　

低
床
バ
ス
の
導
入
や
お
得
な
回
数
券
の
発

行
な
ど
に
よ
る
利
用
促
進
、
生
活
交
通
に
配

慮
し
た
路
線
見
直
し
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
利
用
者
が
減
り
続
け
る
と
、
次
世
代
へ

路
線
バ
ス
を
存
続
す
る
こ
と
自
体
が
困
難
に

な
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
バ
ス
に
乗
る
機
会
を
増

や
す
こ
と
で
、
経
営
改
善
に
つ
な
が
り
、
利

用
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
路
線
を
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
路
線
バ
ス
な
ど

の
公
共
交
通
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
な
移
動

手
段
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
、
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
定
住
住
宅
の
改
修
に
助
成
し
ま
す

　

取
得
し
た
戸
建
て
の
中
古
住
宅
ま
た
は
実

家
を
改
修
す
る
場
合
、
工
事
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

︻
対
象
住
宅
︼

○ 

申
請
者
お
よ
び
配
偶
者
の
３
親
等
以
内
の

親
族
が
所
有
す
る
住
宅

○ 

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
売
買
ま
た
は

賃
貸
借
契
約
が
成
立
し
た（
す
る
）中
古
住

宅
︻
対 

象 

者
︼

　

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
市
内
の
助
成

対
象
住
宅
に
転
入
・
転
居
し
た（
す
る
）45
歳

未
満
の
人

︻
対
象
工
事
︼

　

平
成
31
年
２
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
30
万

円
以
上
の
工
事（
市
内
に
事
業
所
等
を
有
す

る
事
業
者
等
が
施
工
す
る
未
着
工
の
工
事
）

︻
助 

成 

額
︼

　

 

工
事
経
費
の
10
％
相
当
額（
上
限
20
万
円
）。

※ 

満
18
歳
未
満
の
子
を
扶
養
し
同
居
す
る
場

合
、
ま
た
は
65
歳
以
上
の
親
族
が
同
居
す

る
場
合
に
、
各
工
事
費
の
3.5
％（
上
限
各

40
万
円
）を
上
乗
せ
し
て
助
成
し
ま
す
。

︻
事
前
登
録
︼

　

助
成
を
希
望
す
る
場
合
は
事
前
登
録
が
必

要
で
す
。

　

４
月
２
日（
月
）〜
４
月
13
日（
金
）に
指
定

の
登
録
シ
ー
ト
を
担
当
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

登
録
シ
ー
ト
は
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※ 

登
録
者
多
数
の
場
合
は
４
月
18
日（
水
）19

時
の
抽
選
会
で
申
請
者
を
決
定
し
ま
す
。

※ 

事
前
登
録
の
助
成
額
が
予
算
額
に
満
た
な

か
っ
た
場
合
、
抽
選
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

予
算
額
に
達
す
る
ま
で
随
時
先
着
順
で
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

②
新
築
納
税
相
当
分
を
助
成
し
ま
す

　

平
成
26
年
１
月
２
日
〜
平
成
29
年
１
月
１

日
に
住
宅
を
新
築
・
取
得
し
た
子
育
て
世
帯

や
新
婚
世
帯
を
対
象
に
、
家
屋
の
固
定
資
産

税
相
当
分（
平
成
29
年
度
納
税
分
）を
助
成
し

ま
す
。

︻
集
中
受
付
期
間
︼

　

４
月
16
日（
月
）〜
７
月
31
日（
火
）

※ 

①
②
い
ず
れ
も
、
居
住
者
全
員
の
年
間
所

得
の
合
計
額
が
１
，２
０
０
万
円
以
下
で
、

居
住
者
全
員
が
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
が
条
件
で
す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

　

建
築
住
宅
課
〈
本
庁
舎
２
階
〉

　

☎
６
５

－

６
５
３
３

小
学
校
給
食
費
補
助
の
申
請
を
お
忘
れ
な
く

問
す
こ
や
か
教
育
推
進
課（
☎
６
５

－

８
６
０
６
）

路
線
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

問
都
市
計
画
課（
☎
６
５

－

６
５
６
２
）

0  

50,000  

100,000  

150,000  

200,000  

H25 H26 H27 H28 H29 

路線バス等維持財源の推移
平成29年度　市内路線バス等運行実績
（平成28年10月～平成29年９月）

※路線バスは市内17路線、乗合タクシーは市内４地区の合計。
※運行欠損を、県・市の補助金で負担（一部委託料あり）。
※県補助額はいずれも見込額。

路線バス 乗合タクシー

利用者数 389,013人 9,895人

運行収入 6,026万円 238万円

運行費用 2億9,542万円 1,457万円

運行欠損 2億3,516万円 1,219万円

県補助金 4,135万円 343万円

市補助金 1億9,381万円 876万円

広報ながはま　2018年４月広報ながはま　2018年４月 2223



結
婚
相
談
変
更
の
お
知
ら
せ�

問
社
会
福
祉
課（
☎
６
５

－

６
５
３
６
）

４
月
22
日（
日
）は
ゴ
ミ
の

持
込
み
が
可
能
で
す

問
環
境
保
全
課（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

４
月
の
長
浜
市
民
献
血
デ
ー
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

問
健
康
推
進
課（
☎
６
５

－

７
７
７
９
）

な
が
は
ま
グ
ロ
ー
カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

応
援
事
業
補
助
金
の
ご
案
内

問
商
工
振
興
課（
☎
６
５

－

８
７
６
６
）

結
婚
相
談
の
会
場
・
日
程
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
か
ら
び
わ
地
域
と
虎
姫
地
域
の
会
場
を
長
浜
地
域

と
統
合
し
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
地
福
寺
町
）で
相
談
を

行
い
ま
す
。
毎
月
第
２
火
曜
日
と
第
４
木
曜
日
の
月
２
回

開
催
し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
結
婚
相
談

　

結
婚
相
談
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
に
関
係
な
く
、
ど
の

地
域
の
会
場
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
い
ず
れ
の
会
場
で

も
提
供
で
き
る
情
報
は
同
じ
で
す
。

　

予
約
不
要
、
相
談
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

会
場
と
日
時
は
、
広
報
な
が
は
ま
１
日
号
の
情
報
ひ
ろ

ば
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

年
間
の
予
定
が
確
認
で
き
ま
す
。

問
合
せ

　

社
会
福
祉
課
〈
本
庁
舎
１
階
〉

　

☎
６
５

－

６
５
３
６

　

中
小
企
業
者
等
が
、
バ
イ
オ
関
連
技
術
や
地
域
資
源
を

活
か
し
た
新
商
品
の
開
発
・
販
路
開
拓
な
ど
の
事
業
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

︻
対
象
事
業
︼

○
バ
イ
オ
技
術
等
連
携
事
業

　

長
浜
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
内
の
大
学
や
企
業
と
の
連

携
・
技
術
を
活
用
し
て
行
う
事
業

（
２
／
３　

２
０
０
万
円
）

○
地
域
資
源
活
用
事
業

　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
商
品
等
の
市
場
化
・
販
路
開

拓
に
関
す
る
事
業

（
２
／
３　

１
０
０
万
円
）

※（　
 

）内
は
補
助
率
、
補
助
限
度
額

︻
対 
象 
者
︼

　

市
内
に
本
社
ま
た
は
事
業
の
拠
点
を
有
す
る
中
小
企
業

者
な
ど

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︻
申
請
期
間
︼
４
月
16
日（
月
）〜
27
日（
金
）

※ 

募
集
案
内
と
申
請
書
様
式
は
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

補
助
金
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

︻
と　

き
︼
４
月
10
日（
火
）　

13
時
30
分
〜

︻
と
こ
ろ
︼
市
役
所
本
庁
舎
３
階

　
　
　
　

 

３

－

B
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム

　

ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
お
よ
び
伊

香
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
ゴ
ミ
の
持
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間

　

８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分

◆
次
回
の
持
込
み
受
付
予
定
日

　

５
月
27
日（
日
）

　

左
記
の
場
所
に
献
血
バ
ス
が
配
車
さ
れ
ま
す
の
で
、
献

血
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
14
日︵
土
︶　

西
友
長
浜
楽
市
店

　

４
月
22
日︵
日
︶　

イ
オ
ン
長
浜
店

︻
受
付
時
間
︼
10
時
〜
11
時
45
分

　
　
　
　

 　

13
時
〜
15
時
30
分

※
４
０
０
ml
献
血
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
滋
賀
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

h
ttp
://sh

iga.b
c.jrc.o

r.jp
/

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
委
員
を

募
集
し
ま
す

問
行
政
経
営
改
革
課（
☎
６
５

－

６
７
０
２
）

男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
委
員
を
募
集
し
ま
す

問
人
権
施
策
推
進
課（
☎
６
５

－
６
５
６
０
）

子
育
て
応
援
ア
プ
リ「
な
が
ま
る
キ
ッ
ズ
！
」

で
子
育
て
を
楽
し
く

問
子
育
て
支
援
課（
☎
６
５

－

６
５
１
４
）

　

公
の
施
設
の
管
理
・
運
営
を
行
う
指
定
管
理
者
を
選
定

す
る
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

︻
募
集
期
間
︼
４
月
２
日（
月
）〜
16
日（
月
）

︻
定　
　

員
︼

　

若
干
人

※ 

応
募
多
数
の
場
合
は
、
面
接
等
に
よ
る
選
考
を
行
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。

︻
応
募
資
格
︼

　

次
の
全
て
を
満
た
す
人

○ 

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
満
18
歳
以
上
の
人（
４
月
１
日

現
在
）

○ 

国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま
た
は
常
勤
の
公
務
員
で

な
い
人

○
会
議
に
継
続
し
て
出
席
で
き
る
人

※ 

会
議
の
開
催
は
不
定
期
で
、
時
間
帯
は
平
日
の
日
中
で

す（
全
７
回
程
度
）。

︻
応
募
方
法
︼

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送（
消
印
有
効
）、

F
A
X
、
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※ 

応
募
用
紙
は
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
先

　

〒
５
２
６

－
８
５
０
１　

八
幡
東
町
６
３
２

　

行
政
経
営
改
革
課
〈
本
庁
舎
４
階
〉

　

☎
６
５

－

６
７
０
２

　

６
５

－

４
０
０
６

　

*gyo
u
kaku

@
city.n

agah
am
a.lg.jp

　

全
て
の
人
が
互
い
に
尊
重
さ
れ
、
個
性
と
能
力
が
発
揮

で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、
そ

の
取
組
に
つ
い
て
考
え
る
「
長
浜
市
男
女
共
同
参
画
を
進

め
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
委
員
会
委
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

︻
募
集
期
限
︼
４
月
27
日（
金
）

︻
募
集
人
数
︼
３
人

︻
任　
　

期
︼
６
月
１
日
〜
平
成
32
年
５
月
31
日

︻
応
募
資
格
︼

○ 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
建
設
的
な
意
見

を
持
つ
人

○
年
２
回
程
度
の
委
員
会（
平
日
）に
参
加
で
き
る
人

○
４
月
１
日
現
在
、
満
18
歳
以
上
の
人（
高
校
生
は
除
く
）

○
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

○
公
職
お
よ
び
常
勤
の
公
務
員
で
な
い
人

○
市
の
附
属
機
関
の
委
員
を
３
つ
以
上
し
て
い
な
い
人

︻
応
募
方
法
︼

　

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
性
別
⑤
電
話
番
号
⑥
男
女
共

同
参
画
社
会
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
提
案（
８
０
０
字
程

度
）を
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
・
提
出
先

　

〒
５
２
６

－

８
５
０
１　

八
幡
東
町
６
３
２

　

人
権
施
策
推
進
課

　

☎
６
５

－

６
５
６
０

　

*jin
ken
@
city.n

agah
am
a.lg.jp

　

な
が
は
ま
子
育
て
応
援
サ
イ
ト
「
な
が
ま
る
キ
ッ
ズ
！
」

が
、
毎
日
の
子
育
て
が
ま
す
ま
す
楽
し
く
な
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
な
り
ま
し
た
。
ア
プ
リ
で
、
マ
マ
さ
ん

パ
パ
さ
ん
の
笑
顔
の
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
。

　

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
際
は
、
お
持
ち
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
ス
ト
ア
で
「
な
が
ま
る
キ
ッ
ズ
」
と

検
索
す
る
か
、
左
記
Q
R
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
時
に
便
利
な
メ
ニ
ュ
ー
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す

○
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

　

 　

子
ど
も
や
親
子
で
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
お
探
し

の
と
き

○
子
育
て
応
援
情
報
簡
単
検
索

　

 　

医
療
・
救
急
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
相
談
窓
口
な
ど
子

育
て
に
関
す
る
情
報
を
知
り
た
い
と
き

○
施
設
M
A
P
検
索

　

 　

子
育
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
設
や
公
共
施
設
の
場
所
を

知
り
た
い
と
き

○
健
診
・
予
防
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

　

 　

子
ど
も
の
月
齢
や
年
齢
に
合
っ
た
健
診
・
予
防
接
種

の
情
報
が
知
り
た
い
と
き

○
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

　

 　

子
育
て
に
関
す
る
活
動
を
し

て
い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
を
知

り
た
い
と
き

※ 

６
月
か
ら
は
「
パ
パ
マ
マ
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
託
児
簡
単
予
約
」
機

能
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

▲iPhone用

▲Android用
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市長
コラム◯93３

期
目
の
ス
タ
ー
ト

﹁
挑
戦
と
創
造
﹂
の
精
神

　

こ
の
度
の
市
長
選
挙
で
大
勢
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
力
強
い
ご
支
援
と
ご
厚
情
を
賜

り
、
引
き
続
き
長
浜
市
政
を
担
う
に
あ
た

り
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
期
待

に
応
え
る
べ
く
、
決
意
を
新
た
に
、
市
政

の
確
か
な
発
展
に
向
け
、
全
身
全
霊
、
全

力
投
球
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

長
浜
市
は
１
市
８
町
が
合
併
し
て
12
万

都
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
私
は
こ
れ

ま
で
の
２
期
８
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
実
行
し
、
湖
北
・
長
浜
を
創
造
す
る
た

め
の
礎
と
し
て
土
を
耕
し
種
を
蒔
き
太
陽

を
あ
て
肥
料
を
与
え
、
そ
し
て
市
の
活
力

と
な
る
鮮
や
か
な
花
々
を
咲
か
せ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
次
は
、
咲
か
せ
た
花
々
の

果
実
を
し
っ
か
り
実
ら
せ
る
時
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

３
期
目
は
未
来
に
向
け
、「
挑
戦
と
創
造
」

を
新
た
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
力
強
く
市
政

を
推
進
す
る
た
め
に
次
の
５
つ
の
柱
を
掲

げ
ま
し
た
。
①
子
育
て
応
援
の
加
速
②
教

育
の
充
実
③
福
祉
・
医
療
の
拡
充
④
経
済

の
活
性
化
⑤
行
財
政
改
革
の
推
進
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
の
実
行
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
市
長
就
任
当
初
か
ら
市
政
推
進
の

３
原
則
「
オ
ー
プ
ン
で
開
か
れ
た
市
政
」、

「
公
平
で
平
等
な
市
政
」、「
市
民
目
線
の
市

政
」
を
軸
に
、
湖
北
・
長
浜
を
愛
す
る
信

念
と
情
熱
、
行
動
力
を
持
っ
て
、
粉
骨
砕

身
の
覚
悟
で
立
ち
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
今
日
ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

「
座
ぶ
と
ん
会
議
」
や
「
市
長
を
囲
む
会
」、

さ
ら
に
地
域
の
会
合
や
イ
ベ
ン
ト
に
積
極

的
に
出
向
い
て
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
聞
き
、
語
り
合
っ
て
き
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ス
ク
ラ
ム
を
組

ん
で
未
来
に
希
望
が
持
て
る
長
浜
市
を
創

造
す
る
た
め
に
力
を
結
集
し
て
い
き
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲３月５日の初登庁セレモニーの様子

このコーナーでは、病院施設や事業のほか、生活に役立つ“健康豆知識”
などを紹介します。

市立病院通信‒◯‒84

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
対
す
る

深
部
脳
刺
激
療
法

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
、
脳
の
黒
質

と
い
う
場
所
の
ド
ー
パ
ミ
ン
と
い
う

物
質
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
体
の

動
き
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
病
気

で
す
。
振し
ん

戦せ
ん（

ふ
る
え
）、
筋き

ん

強
き
ょ
う

剛ご
う

（
筋き
ん

固こ

縮し
ゅ
く）、
動
作
緩
慢
、
姿
勢
保
持

障
害（
転
び
や
す
い
）を
主
な
症
状
と

し
ま
す
。
日
本
の
患
者
数
は
人
口

10
万
人
あ
た
り
１
５
０
人
程
度
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
が
疑
わ
れ
る
場

合
、
ま
ず
は
神
経
内
科
な
ど
の
受
診

が
勧
め
ら
れ
、
診
察
、
M
R
I
な
ど

に
よ
る
他
の
病
気
の
除
外
、
レ
ボ
ド

パ
投
与
の
効
果
判
定
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。
補
助
診
断
と
し
て
ド
ー
パ
ミ

ン
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
シ
ン
チ
グ
ラ

フ
ィ
な
ど
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

臨
床
経
過
も
重
要
な
判
断
材
料
に
な

る
の
で
、
す
ぐ
に
診
断
が
確
定
し
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

治
療
の
基
本
は
薬
物
療
法
で
す
。

ド
ー
パ
ミ
ン
の
前
駆
物
質（L

-d
o
p
a

）

の
投
与
か
ら
始
め
ま
す
が
、
他
に
も

様
々
な
薬
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
脳

深
部
刺
激
療
法（
D 

B 

S
）と
い
う
手

術
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

全
て
の
症
状
が
改
善
す
る
わ
け
で
は

な
く
、
手
術
に
伴
う
合
併
症
も
あ
り

得
ま
す
の
で
、
手
術
が
勧
め
ら
れ
る

患
者
さ
ん
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
手

術
は
淡た
ん

蒼そ
う

球
き
ゅ
う

内
節
、
視
床
下
核
な

ど
に
刺
激
用
の
電
極
を
挿
入
し
ま
す
。

電
流
を
供
給
す
る
電
池
は
胸
部
前
面

に
埋
め
込
み
、
そ
の
間
を
、
皮
下
を

通
し
た
電
線
で
接
続
し
ま
す
。
刺
激

の
調
整
は
胸
部
に
埋
め
込
ん
だ
電
池

の
部
分
で
行
い
ま
す
。
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
の
人
は
、
薬
の
効
果
持
続
時

間
が
短
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

D 

B 

S
手
術
を
す
る
と
症
状
の
底
上

げ
を
し
て
、
薬
が
効
か
な
い
間
の
症

状
を
緩
和
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
薬
の
効
果
を
肩
代
わ
り
し
、

ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
な
ど
の
副
作
用
が
出

る
薬
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
長
期
に
わ

た
っ
て
進
行
す
る
病
気
で
す
の
で
、

長
く
付
き
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
そ
の
経
過
中
に
手
術
療

法
も
薬
物
療
法
の
補
助
と
し
て
考
慮

し
て
も
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

問

市
立
長
浜
病
院

　

 （
☎
６
８

－

２
３
０
０〈
代
表
〉）

市立長浜病院脳神経外科

部長 佐
さ　とう

藤 岳
たけ　し

史

シリーズ○ 

※平成30年１月１日現在

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコ
ーナーでは、449件※ある文化財の中から
代表的なものをシリーズで紹介します。

₈₄

県指定無形民俗文化財　中河内の太
た い

鼓
こ

踊
おどり

附
つ き

奴
やっこ

振
ぶ り

問

高
月
観
音
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

　

 

（
☎
８
５

－

２
２
７
３
）

指定日：昭和61年３月28日指定
保護団体：広

ひろ

峯
みね

神
じんじゃ

社太
た い こ

鼓踊
おどり

保
ほ ぞ ん か い

存会

　

余
呉
町
中
河
内
は
、
長
浜
市
の
最
北
端
に

あ
る
福
井
県
境
の
集
落
で
、
県
内
屈
指
の
豪

雪
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
戦
国
時

代
、
柴し

ば
た田

勝か
つ
い
え家

が
越
前
と
安
土
を
結
ぶ
軍
用

道
と
し
て
北
国
街
道
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
江
戸
時
代
に
は
、
北
国
街
道
の

宿
駅
と
し
て
急
速
に
栄
え
、
北
陸
の
大
名
が

こ
こ
か
ら
中な

か
せ
ん
ど
う

山
道
を
経
由
し
て
江
戸
へ
と
参

勤
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
通
行
人
や
諸

荷
物
の
輸
送
に
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
明
治
に
入
る
と
北
陸
の

大
名
た
ち
の
行
列
が
消
え
、
さ
ら
に
長
浜
・

敦
賀
間
に
鉄
道
が
開
通
す
る
と
、
人
や
物
の

往
来
も
途
絶
え
、
宿
駅
と
し
て
の
発
展
の
道

は
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

中
河
内
の
太
鼓
踊
附
奴
振
は
宿
駅
と
し
て

栄
え
て
い
た
時
代
あ
た
り
か
ら
行
わ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
も
と
も
と
は
村
の
若

い
衆
を
中
心
に
広ひ

ろ

峯み
ね

神
社
で
行
わ
れ
る
８
月

16
日
の
野の

神が
み

祭ま
つ
りに

奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
後
は
保
存
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
32
年
以
降
は
３

年
に
１
度
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

に
入
り
１
度
だ
け
奉
納
さ
れ
た
の
を
最
後
に

現
在
は
過
疎
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
の
た
め

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

太
鼓
踊
り
は
、
孟も

う
そ
う宗

竹ち
く

の
枝
に
無
数
の
色

紙
で
作
っ
た
短
冊
を
つ
け
た
も
の
を
、
三

重
の
帯
を
取
り
付
け
た
帯
台
と
と
も
に
背
負

い
、
胸
に
締
め
太
鼓
を
く
く
り
つ
け
た
「
太

鼓
打
ち
」
２
人
と
、
鉦
を
た
た
き
な
が
ら
踊

る
「
鉦か

ね
う打

ち
」
２
人
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
ま

す
。
太
鼓
打
ち
の
衣
装
は
、
白
鉢
巻
き
、
袖

な
し
の
甚じ

ん
べ
い平
、
手
首
と
肘
に
は
色
紙
を
細
く

切
っ
た
飾
り
と
手て

っ
こ
う甲
を
つ
け
、
下
は
股も

も
ひ
き引
、

脚き
ゃ

絆は
ん

、
足た

び袋
、
草わ

ら
じ鞋

履
き
で
す
。
鉦
打
ち
は
、

上
は
太
鼓
打
ち
と
同
じ
で
、
下
は
絣

か
す
り

の
腰

巻
・
前
掛
を
上
衣
と
と
も
に
黄
色
の
帯
で
締

め
、
背
中
に
大
き
な
紅
白
の
熨の

し斗
を
差
し
込

み
、
脚
絆
、
足
袋
、
草
鞋
履
き
で
す
。
踊
り

に
欠
か
せ
な
い
音
頭
取
り
と
笛
吹
き
は
、
紋

付
羽
織
姿
で
参
加
し
ま
す
。

　

夕
方
、
広
峯
神
社
で
お
祓
い
を
受
け
た

後
、境
内
で
の
仙せ

ん

松ま
つ

踊
り
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
あ
と
能
登
半
島
の
七
尾
に
で
か
け
て
い

る
氏
神
を
出
迎
え
る
た
め
村
の
外
れ
ま
で
行

き
、
山や

ま
ぶ
し伏

踊
り
を
奉
納
し
ま
す
。
行
列
は
、

奴や
っ
こ
ぶ振

り
が
先
導
し
、
神
輿
や
太
鼓
打
ち
た
ち

が
あ
と
に
続
き
ま
す
。
奴
振
り
は
、
大
名
行

列
に
槍
や
挟

は
さ
み
ば
こ箱
な
ど
を
持
っ
て
お
供
を
す
る

人
が
行
う
所
作
の
こ
と
で
す
。
一
行
は
、
北

の
宿
前
で
長

ち
ょ
う
じ
ゃ者

踊
り
、
秋
葉
神
社
前
で
鎌
倉

踊
り
、
南
の
宿
前
で
井い

の
く
ち口
踊
り
・
長
者
踊
り

が
行
わ
れ
、
広
峯
神
社
に
戻
る
と
、
太
鼓
・

鉦
・
笛
で
宝
踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
奴
振

り
は
、
行
列
を
広
峯
神
社
ま
で
届
け
る
と
、

伊
勢
音
頭
を
歌
い
な
が
ら
帰
っ
て
い
き
ま

す
。

　

こ
の
中
河
内
の
太
鼓
踊
り
を
含
め
、
か
つ

て
近
江（
滋
賀
県
）に
は
２
０
０
を
超
え
る
太

鼓
踊
り
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
６
割
は
湖
北

地
域
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
残
念

な
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
ら
多
く
の
太
鼓
踊
り

は
、
中
河
内
の
太
鼓
踊
り
と
同
様
、
担
い
手

不
足
な
ど
に
よ
り
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
行

わ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

▲広峯神社境内での太鼓打ち・鉦打ち

▲奴振り勢揃いの様子
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（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報を

お届けします！

記事広告

学校・園活動
紹介

13

﹁
長
北
ジ
ン
ケ
ン
ダ
ー
﹂
登
場

　

長
浜
北
小
学
校
で
は
、

毎
年
12
月
の
校
内
人
権
週

間
に
全
校
児
童
が
集
ま
り
、

体
育
館
で
人
権
集
会
を
開

い
て
お
り
、
昨
年
度
で
７

年
目
に
な
り
ま
し
た
。
人

権
に
つ
い
て
身
近
な
生
活

を
振
り
返
っ
て
考
え
ら
れ

る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
が

中
心
に
な
っ
て
進
め
ら
れ

る
活
動
を
取
り
入
れ
て
い

めざす子ども像
一、夢や目標をもち、それに向かって努力する子

一、思いやりのある心のやさしい子

一、ふるさとを愛し、誇りをもって生きる子

長浜子どものちかい
〜わたしたちはちかいます〜

一.元気にあいさつをします

一.名前を呼ばれたら「はい」と返事をします

一.「ありがとう」「ごめんなさい」をすなおに言います

一.困っている人がいたら言葉をかけます

一.人の話をしっかり聞きます

長浜子育て憲章
〜おとなが実践します〜

一.子どもに誠実に生きる姿を見せます

一.見守るまなざし、叱る勇気を大事にします

一.ルールとマナーを教え、奉仕の心を育みます

一.自然や人々に感謝の心でふれあう子どもを育てます

一.長浜に誇りをもち、地域に貢献する子どもを育てます

ま
す
。

　

６
年
生
は
、
９
月
か
ら
練

習
し
た
手
話
と
歌
声
で
「
や

さ
し
さ
」
や
「
友
だ
ち
を
大

切
に
す
る
こ
と
」
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
・
５
年
生
の
有

志
に
よ
る
人
権
劇
も
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
人
権
劇
を
演
じ

た
児
童
は
、
そ
れ
ま
で
の
約

１
か
月
間
、
昼
休
み
と
い
う

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
劇

の
内
容
を
話
し
合
っ
た
り
、

練
習
を
し
た
り
し
て
、
意
欲

的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
A
L
T
も

出
演
し
、「
外
国
籍
の
友
だ

ち
と
の
学
校
生
活
」
を
テ
ー

マ
に
演
じ
、
長
浜
北
小
学
校

人
権
啓
発
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
長
北
ジ
ン
ケ
ン
ダ
ー
」
が

活
躍
し
ま
し
た
。

　
「
長
北
ジ
ン
ケ
ン
ダ
ー
」

は
全
校
児
童
に
親
し
ま
れ

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
っ

て
お
り
、
楽
し
み
な
が
ら
、

人
権
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
一
人
ひ

と
り
の
人
権
を
守
る
温
か

い
長
浜
北
小
学
校
に
し
て

い
こ
う
と
全
校
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲６年生の手話と「OMOIYARIのうた」

▲長北ジンケンダーの活躍

公益財団法人長浜文化スポーツ振興事業団

友の会　会員募集中
友の会に入会し、多彩で優れた舞台芸術や文化講座、
スポーツイベントに参加しませんか。

【年 会 費】1,000円
【有効期間】４月１日～平成31年３月31日
【会員特典】①文化事業のチケットを優先購入できます。（原則一般発売日より１週間前に購入できます）
　　　　　 ②文化事業のイベントチラシを送付します。
　　　　　 ③文化・スポーツ事業で使用できる助成券を発行します。（500円の助成券を２枚）
　　　　　 ※その他詳細は下記までお問い合わせください。
問（公財）長浜文化スポーツ振興事業団　友の会事務局〈長浜文化芸術会館内〉（☎６３－７４００）

びわ湖長浜ツーデーマーチ　ボランティア・スタッフ募集！
全国から参加されるウォーカーに
あたたかなおもてなしの心を伝える
ボランティアスタッフを募集しています。

【と　　き】 ５月12日（土）・13日（日）　※１日でも可
【内　　容】　
　① スタート・ゴール会場業務、受付・ゴール後の各種サービス業務
　※主会場（豊公園）でお手伝いいただける人大歓迎
　② コース中のサービス、チェックポイントでの飲物等の提供、
チェックスタンプ押印等の業務

【申込方法】 電話で下記まで。

問びわ湖長浜ツーデーマーチ実行委員会〈市民体育館内〉（☎６４－５１５１）

長浜曳山祭
４月９日（月）〜17日（火）

今
年
の
三
番
叟
は

 

沢さ
わ

本も
と

清き
よ

司し

郎ろ
う

く
ん

（
長
浜
小
５
年
・
北
船
町
）

　

市
内
の
小
学
３
〜
５
年
生
の
男
子
を
対

象
に
募
集
さ
れ
る
三
番
叟
役
者
。
そ
の
三

番
叟
役
者
を
決
め
る
矢や

籤く
じ

の
神
事
が
、
長

濱
八
幡
宮
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
応
募
の
９
人
の
う
ち
、
沢
本
く
ん
が
、

先
端
に
赤
い
印
の
つ
い
た
当
た
り
く
じ

（
矢
）を
引
き
当
て
ま
し
た
。

　

沢
本
く
ん
は
、「
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
だ
っ

た
の
で
す
ご
く
嬉
し
い
。
皆
さ
ん
に
歌
舞

伎
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

演
技
を
し
た
い
」
と
、
思
い
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

猩
しょうじょうまる

々丸（舟
ふな

町
まち

組
ぐみ

）	 一
いちの

谷
たに

嫩
ふたば

軍
ぐん

記
き

　熊
くま

谷
がい

陣
じん

屋
や

の場
ば

壽
ことぶきざん

山（大
おお

手
て

町
まち

組
ぐみ

）	 山
やま

内
うち

一
かず

豊
とよ

とその妻
つま

千
ち

代
よ

	 似
にあいのめおとしゅっせのひきつな

合夫婦出世絏 長
ながはまかずとよ

浜一豊の屋
や

敷
しき

鳳
ほう

凰
おう

山
ざん

 （祝
いわい

町
ちょう

組
ぐみ

）	 恋
こいびきゃくやまとおうらい

飛脚大和往来　梅
うめ

川
がわ

忠
ちゅう

兵
べ

衛
え

	 新
にの

口
くち

村
むら

の場
ば

髙
たか

砂
さご

山
ざん

（宮
みや

町
まち

組
ぐみ

）	 玩
がん

辞
じ

楼
ろう

十
じゅう

二
に

曲
きょく

の内
うち

　義
ぎ

士
し

外
がい

伝
でん

	 土
つち

屋
や

主
ち

税
から

曳
山
祭
の
主
な
行
事

■
線
香
番　

18
時
頃
か
ら

　
〈
各
山
組
稽
古
場
〉

■
裸
参
り　

20
時
頃
か
ら

　
〈
山
組
町
内
〜
長
濱
八
幡
宮
〜

　

豊
国
神
社
〜
山
組
町
内
〉

■
神
輿
渡
御　

18
時
30
分
〜

　
〈
長
濱
八
幡
宮
〜
御
旅
所
〉

■
御
幣
迎
え
の
儀　

７
時

　
〈
長
濱
八
幡
宮
〉

■
籤く
じ

取
り
式
の
儀　

13
時

　
〈
長
濱
八
幡
宮
〉

■
十
三
日
番（
子
ど
も
歌
舞
伎
）17
時
30
分
か
ら

　
〈
各
山
組
町
内
〉

■
自
町
狂
言（
子
ど
も
歌
舞
伎
）午
前
中

　
〈
各
山
組
町
内
〉

■
登
り
山　

昼
過
ぎ
か
ら

　
〈
山
組
町
内
〜
長
濱
八
幡
宮
〉

■
夕
渡
り　

19
時
か
ら

　
〈
長
濱
八
幡
宮
〜
一
八
屋
辻
〉

■
朝
渡
り　

８
時
頃

　
〈
各
山
組
町
内
〜
長
濱
八
幡
宮
〉

■
太
刀
渡
り
・
翁
招
き　

９
時
過
ぎ

　
〈
長
濱
八
幡
宮
〉

■
奉
納
狂
言　

10
時
か
ら

　
〈
長
濱
八
幡
宮
〜
参
道
〜
御
旅
所
〉

■
神
輿
還
御　

狂
言
終
了
後

　
〈
御
旅
所
〜
長
濱
八
幡
宮
〉

■
戻
り
山　

神
輿
還
御
の
後

　
〈
御
旅
所
〜
山
組
町
内
〉

■
後
宴（
子
ど
も
歌
舞
伎
）　

昼
夜

　
〈
各
山
組
町
内
〉

■
観
劇
会　

10
時
45
分
か
ら

　
〈
長
浜
文
化
芸
術
会
館
〉

■
御
幣
返
し　

８
時

　
〈
長
濱
八
幡
宮
〉

9日
（月）

12日
（木）

14日
（土）

14日
（土）

17日
（火）

16日
（月）

13日
（金）

15日
（日）

9～12日
（月）～（木）

フ
ォ
ト
サ
イ
ト
作
品
募
集

　

４
月
７
日（
土
）〜
17
日（
火
）に
撮

影
さ
れ
た
長
浜
曳
山
祭
の
写
真
と
、

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
、
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
題
材　

平
成
30
年
度

　
　
　
　
　
　

長
浜
曳
山
祭

▼
対　
　

象　

ど
な
た
で
も

▼
募
集
期
間　

４
月
７
日（
土
）〜

　
　
　
　
　
　

５
月
６
日（
日
）

▼
金　
　

賞　

賞
金
５
万
円

　

銀
・
銅
賞　

地
域
特
産
品

＊ 

応
募
は
す
べ
て
サ
イ
ト
上
か
ら
と

な
り
ま
す
。
メ
ー
ル
や
直
接
送
付
な

ど
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
長
浜
曳

山
ま
つ
り
フ
ォ
ト
サ
イ
ト
へ
。

　

h
ttp
://p
h
t.n
agah

am
a-

h
ikiyam

a.o
r.jp
/

問 

長
浜
曳
山
祭
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

実
行
委
員
会
事
務
局
〈
長
浜
観
光

協
会
内
〉（
☎
６
５

－

６
５
２
１
）

子ども歌舞伎観劇会
観覧券発売中

４月16日（月）に長浜文化芸術会
館で演じられる子ども歌舞伎を
一番山から四番山までゆっくり
と鑑賞できます。

【料金】2,000円/人

問（公社）長浜観光協会
（☎６５－６５２１）

今年の出番山と子ども歌舞伎の外題

▲

昨
年
の
曳
山
祭
か
ら

ひき やま
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有料広告欄

弁護士法人

おうみ法律事務所

〒526-0031　長浜市八幡東町225
代表弁護士  竹内  寛 （滋賀弁護士会所属）
HP : http://www.ohmi.lawyers-office.jp

情報ひろば
●市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
　掲載希望の場合は、下記の締切までにメールで原稿をお寄せください。kouhoushi@city.nagahama.lg.jp
　５月15日号：４月12日(木）　６月１日号：４月25日(水)
●営利目的など掲載できない催しもあります。詳しくは市民広報課(☎６５－６５０４）までお問合せください。

お知らせ
◆計画的に年次有給休暇をとりましょう
年次有給休暇は、労働基準法で定めら
れた労働者の権利です。働いている皆
さんは計画的に取得しましょう。経営
者の皆さんは取得しやすい職場づくり
に取り組みましょう。
問滋賀労働局雇用環境・均等室
　（☎０７７－５２３－１１９０）

催　　し
◆プチ計測会
お子さんの体重・身長をはかりませんか。
【と　き】４月19日（木）
【対　象】０歳　13時15分～
　　　　 １歳以上の未就園児　14時15分～
【ところ】まちのほけんしつ（平方町）
※計測無料、申込不要。
問まちのほけんしつ（☎６８－３２１５）

講座・教室
◆硬式テニス春季スクール受講生募集
【と　き】 ４月12日（木）、25日（水）、
　　　　 ５月９日（水）、16日（水）、
　　　　 ６月６日（水）、27日（水）、
　　　　 ７月18日（水）、25日（水）
　　　　 19時30分～21時
【ところ】長浜バイオ大学ドーム（田村町）
　　　　 屋内コート
【対　象】11歳以上の初級者
【受講料】7,000円（全８回）
【定　員】24人（先着順）
【申込み】 ４月10日（火）までに名前と連

絡先をメールで下記まで。
問・申長浜テニス協会

　　*nagahamatennis@yahoo.co.jp

◆連続講座「観音の里のホトケたち」
湖北地方に数多くある仏像についての
魅力を地域別に解説します。
【と　き】 ４月18日（水）、５月18日（金）、

６月19日（火）、７月19日（木）、
８月21日（火）、９月18日（火）、
10月18日（木）

　　　　 13時30分～（13時受付）
【ところ】 高月まちづくりセンター
　　　　 （高月町渡岸寺） 
【受講料】2,000円（全７回）、１回300円
【講　師】長浜城歴史博物館
　　　　 館長 秀

ひで

平
ひら

 文
ふみ

忠
ただ

【定　員】100人
【申込み】電話で下記まで。
問・申奥びわ湖ボランティアガイド協会
　　 （☎８２－５９０９）
　　 （☎０９０－３２７９－６５６３）

◆ヨガ教室
【と　き】４月20日（金）
　　　　 10時～11時20分
【ところ】市民交流センター（地福寺町）
【講　師】小

こ

宮
み

山
やま

 和
かず

子
こ

 氏
【定　員】15人（先着順）
【参加費】500円
【申込み】電話またはメールで下記まで。
問・申 H

ハ ー ト

eart T
トレイン

rain d
ダ イ

ai～d
ダ イ

ai　村山
　　 （☎０９０－４０３８－８８９９）

　　 *daidai.risa@gmail.com
◆第１回ふれあい講座「韓国語講座」
簡単な韓国語を学び、韓国の文化や風
習に触れてみませんか。
【と　き】４月26日（木）
　　　　 14時～16時
【ところ】市民交流センター（地福寺町）
【講　師】韓国語サークル「カッチ」
　　　　 辻

つじ

 幸
ゆき

男
お

 氏
【定　員】20人（先着順）
【参加費】無料
【申込み】 ４月23日（月）までに電話また

は直接下記まで。
問・申市民交流センター
　　（☎６５－３３６６）

◆介護福祉士実務者研修会
【と　き】５月１日（火）～８月31日（金）
【ところ】特別養護老人ホームアンタレス
　　　　 （加田町）
【対　象】心身が健康で介護福祉士の
　　　　 資格取得をめざす人
【定　員】40人（多数の場合は抽選）
【受講料】（例）ヘルパー２級有資格者・
　　　　 初任者研修修了者の場合12
　　　　 万円（教材費込み・返金制度あり）
【申込期限】４月28日（土）
※申込方法など詳しくは下記まで。
問・申青祥会法人本部
　　（☎６８－４１１４）

募　　集
◆市民ソフトボール大会
　参加チーム募集
トーナメント方式の大会です。
【と　き】４月22日（日）　８時30分～
※雨天の場合は４月29日（日・祝）
【ところ】神照運動公園（神照町）
【参加資格】 市内在住・在勤の人（学生は

除く）で編成したチーム
【参加費】１チーム6,000円
【申込み】 ４月14日（土）までに電話また

はFAXで下記まで。
問・申長浜市ソフトボール協会　髙森
　　（☎６２－４１８１／ ６２－４１８４）

相　　談
◆行政相談をご利用ください
①４月10日（火）　13時～15時
西浅井まちづくりセンター
(西浅井町大浦)
行政相談委員　坂

さかい

井 冨
とみ こ

子 氏
②４月11日（水）　13時～15時
高月支所(高月町渡岸寺）
行政相談委員　髙

たかやま

山 平
へい

一
いちろう

郎 氏
③４月18日（水）　13時～16時
長浜市社会福祉センター(八幡東町）
行政相談委員　三

みうら

浦 正
まさ し

司 氏

④４月19日（木）　９時～12時
　木之本まちづくりセンター
（木之本町木之本）
行政相談委員　谷

たにぐち

口 慶
けい

祐
ゆう

 氏
※相談無料、予約不要。秘密厳守します。
問滋賀行政監視行政相談センター
　（☎０７７－５２３－１９２６）

◆福祉のお仕事探し出張相談
福祉の仕事探しについて相談をお受け
します。気軽にお申し込みください。
【と　き】４月13日（金）
　　　　 13時30分～16時
【ところ】湖北まちづくりセンター
　　　　 （湖北町速水）
【申込み】前日17時までに電話で下記まで。
※完全予約制
問・申湖北介護・福祉人材センター
　　（☎６４－５１２５）

◆犯罪被害者等のための法律・心理相談
【と　き】５月17日（木）
　　　　 10時30分～15時30分
【ところ】米原市役所米原庁舎
　　　　 （米原市下多良）
【申込み】電話で下記まで。
※ 完全予約制です。予約が埋まり次第
受付を終了します。
同時開催パネル展
【と　き】５月15日（火）～17日（木）
　　　　 10時30分～15時30分
問・申（公社）おうみ犯罪被害者支援センター
　　（☎０７７－５２５－８１０３）

納付月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

納付期限 ５月31日
(木)

７月２日
(月)

７月31日
(火)

８月31日
(金)

10月１日
(月)

10月31日
(水)

11月30日
(金)

１月４日
(金)

１月31日
(木)

２月28日
(木)

４月１日
(月)

市県民税 前納
１期

２期 ３期 ４期

固定資産税
都市計画税

前納
１期

２期 ３期 ４期

軽自動車税 全期

国民健康保険料（税） 前納
１期

２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期

介護保険料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期
後期高齢者医療保険料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期
※６月・９月・12月・３月の各末日は取扱金融機関の休業日にあたるため、納付期限は翌営業日になります。
※65歳以上の人で、市県民税、国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者医療保険料のうち、年金からいただく分については、支給時に振替となります。

納付カレンダー
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不用品交換情報（3月16日現在）
◆ください（無料）
○盆栽鉢（20㎝）○こいのぼり○プリンター○屋根付き犬
用サークル○三輪車○幼児用自転車○電子ピアノ○ポー
タブル卓上ミシン○軽自動車用タイヤ○ロックミシン
◆あげます（無料）
○ガラス水槽○テレビ台○こたつの天板○学習机○ドレッ
サー○タンス○食器棚○盆栽鉢（直径40cm）○手押し棒
付き三輪車○1人用ソファー○冷蔵庫（大型3ドア）
※現物は保管していません。
※ 市は取次ぎのみで、利用者双方の話合いで決定していただきます。
問環境保全課（☎６５－６５１３）

問社会福祉課（☎６５－６５３６）
　 市ホームページ「結婚支援」で
検索または右記ＱＲコードから。

※ いずれの会場も提供できる
情報は同じです。

※ 登録の有効期限は３年です。再登録
を希望する人は、各会場で申請をお
願いします。

結婚相談

長浜米原休日急患診療所
４・５月の診療日のお知らせ

【診療日】　 ４月１日、８日、15日、22日、
29日、30日、５月３日、４日、５
日、６日、13日、20日、27日

【診療時間】　  ９時～18時
【診療科】　 内科・小児科
【受付時間】　  ８時30分～11時30分
　　　 　 12時30分～17時30分
【場　所】　 宮司町1181－2
　　　 　 湖北医療サポートセンター
　　　 　 「メディサポ」内
【電話番号】　 ６５―１５２５
※ 電話は、おかけ間違いのないように
ご注意ください。

※ 受診時は健康保険証・福祉医療券・お薬
手帳・母子健康手帳（乳幼児の場合）をお
忘れなく。

※ 診療日は日曜・祝日・年末年始（12月
30日～１月３日）です。

問健康推進課（☎６５－７７７９）

女性の悩み相談（要予約）
【と　き】　４月12日（木）　10時～14時
　　　　 ４月21日（土）　12時～16時
【ところ】　 市民交流センター和室（地福寺町）
【相談員】　 下

しも

地
じ

 久
く

美
み

子
こ

 氏（臨床心理士）
【料　金】　 無料
※託児あり（要予約）、秘密厳守
申平日：人権施策推進課
　（☎６５－６５５６専用ダイヤル）
　土日：市民交流センター
　（☎６５－３３６６）

○市民交流センター（地福寺町）
　４月10日（火）、26日（木）
　18時～20時
○湯田まちづくりセンター（内保町）
　４月27日（金）18時～20時
○湖北まちづくりセンター（湖北町速水）
　４月19日（木）18時～20時
○高月支所（高月町渡岸寺）
　４月11日（水）13時～15時
○木之本まちづくりセンター（北部振興局内）
　４月19日（木）15時～17時
○山村開発センター（余呉町中之郷）
　４月28日（土）10時～12時
○西浅井まちづくりセンター（西浅井支所内）
　４月18日（水）17時～19時
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このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報課（☎６５－６５０４）まで申込みください。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流セ
ンターや図書館、まちづくりセンターなど市の公共施設にも置いています。市ホームペー
ジ、スマホからもご覧いただけます。点字広報、声の広報をご希望の人は市民広報課まで。
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植物油インキで印刷しています。再生紙を使用しています。

平成30年３月１日現在 人口　119,137人　　男　58,264人　　女　60,873人　　世帯数　45,325世帯
平成30年２月中の異動 転入　220人　　転出　190人　　出生  75人　　死亡  112人　　婚姻 47件
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　「物心ついたときには父の通勤用のス
キーが門口にありました。５歳の誕生日
に板を買ってもらいましたが、戦争が始
まりほんの少ししか滑れませんでした」
と西田さん。教師になり２年目に赴任し
た今津中学校（高島市）でスキー教室に出
会い、そこからスキー人生が始まります。
　結婚と同時に高月中に赴任。スキーを
使ったリレーを授業に取り入れるなど、
雪が豊富なこの地域で冬季スポーツを根
付かせたいという思いを徐々に形にして
いきます。
　次の鏡岡中でスキー指導を本格化。冬
季スポーツを育成する環境を学校運営の
中でどう位置づけるかを学ぶために、群
馬へ内地留学するなど、体制作りに注力
します。「冬を謳歌するかのように活気

みなぎる群馬を見て、湖北での冬の暗い
イメージを転換したいと思いました」。
　木之本中に赴任して３年目、突如大き
な壁が立ちはだかります。甲状腺を患い、
手術しても助かる可能性は１%という医
師の厳しい言葉。それでもスキーへの強
い思いから、「１%にかけます」と宣言。
毎週見舞いに来てくれる生徒たちのため
に、固い決意と精神力で次の年には復職
を果たします。
　手術から３年、51歳で念願のクラブを
設立。その熱意は評判を呼び、５年後に
は150人を超える受講生を抱えるクラブ
に発展。運転免許を61歳で取得しクラブ
継続につなげました。
　スキー技術と併せて力を入れるのが、
生活面や精神面の指導。「真っ直ぐに、

人間性豊かな子に育ってほしい」と合宿
中の食事にも細心の注意を払います。そ
の思いは、年下の子に一生懸命教えたり
失敗したら励ますなど、受講生の態度や
行動にも表れ、保護者からも高く評価さ
れます。設立33年目のいま、かつての教
え子たちの子どもがクラブの門を叩いて
くれるのが何よりの励みです。
　いま自らに課すのは、健康であること。
「受講生に何かあってはならない。健康
でないと責任が果たせない」と食生活に
気を配り、練習や試合に照準を合わせた
生活を心がけます。
　「果敢に挑戦する姿を見るのが嬉しい。
可能性を最大限に伸ばしてあげたい！」。
衰えることのない情熱は、多くの人を惹
きつけてやみません。

子どもたちを人間性豊かに真っ直ぐに
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　清
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香
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さん（余呉町池原）
西田SSクラブ代表

撮影場所：箱館山スキー場

伶ちゃん、２歳のお誕生日おめでとう。

いつもみんなに癒しと笑顔をありがとう。

ますます幸せでありますように。

いつもにぎやか、元気いっぱいの兄弟！

２人の笑顔が一番の宝物です。
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受講生に囲まれる西田さん（最前列右２人目）


